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はじめに

•対象読者（viiページ）
•表記法（viiページ）
•関連 Cisco UCS資料（ixページ）
•マニュアルに関するフィードバック（ixページ）

対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
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安全上の重要な注意事項

This warning symbol means danger.人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機
器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意し

てください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全に

ついての警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連 Cisco UCS資料

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、以下のURLで入手可能な『Cisco
UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

すべての C-Seriesマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な「『Cisco

UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』」を参照してください。https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/ucs_rack_roadmap.html

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョ
ンとサポートされる UCS Managerバージョンについては、「Release Bundle Contents for Cisco
UCS Software」を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、CiscoUCSDocs onTwitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力
をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

Cisco UCS Cシリーズと Cisco UCS Manager
との統合

この章は、次の項で構成されています。

•概要（1ページ）
• Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerとの統合（2ページ）
• FEXの接続モードと検出（5ページ）
• FEXアップリンクの数に基づき設定可能な vNIC/vHBAの最大数（6ページ）
•新しいハードウェア（7ページ）
•サポートされる Cシリーズサーバとアダプタカード（9ページ）
•ネットワークトポロジとサポート対象ケーブル（10ページ）
•サポートされる RAID/ストレージコントローラコンフィギュレーション（16ページ）
•サポートされる FlexFlashコンフィギュレーション（21ページ）

概要
このマニュアルでは、Cisco UCS Managerと統合する Cisco UCSラックマウントサーバのイン
ストールに関する情報とその手順について説明します。

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバは、組み込みのスタンドアロンソフトウェアで
ある Cisco Integrated Management Controller（CIMC）によって管理します。Cisco UCS Manager
と Cシリーズラックマウントサーバを統合すると、Cisco IMCではサーバを管理しないよう
になります。代わりに、Cisco UCS Managerソフトウェアで管理されています。Cisco UCS
Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用してサーバを管理します。

サーバが新規でない場合は、CiscoUCSManagerとサーバを統合する前に、Cisco IMCを工場出
荷時の設定にリセットしてください。ご使用のリリースの『Cisco UCS C-Series Integrated
Management Controller GUI Configuration Guide』の「Server Utilities」の章を参照して、サーバ
を工場出荷時のデフォルト設定にリセットしてください。

重要
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Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerは次のいずれかの設定で統
合できます

•クラスタセットアップ：ファブリックエクステンダ（FEX）を 2台使用して、Cシリー
ズラックマウントサーバをファブリックインターコネクト 2台と接続します。

•非クラスタセットアップ：Cシリーズラックマウントサーバを FEX 1台および FI 1台と
接続します。

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerの統合の場合、Cisco VIC
アダプタは、サードパーティ製スイッチではなく、CiscoUCSファブリックインターコネクト
にのみ接続できます。

（注）

Cisco UCSManagerと統合する Cisco UCS Sシリーズラックマウントサーバについては、特定
のリリースの『Cisco UCS S3260 Server Integration with Cisco UCS Manager』ガイドを参照して
ください。

Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Manager
との統合

Cisco UCS Managerでは、Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバ管理のため 3つの接続
モードがあります。接続モードは次のとおりです。

•デュアルワイヤ管理（共有 LOM）：ラックサーバの共有 LAN on Motherboard（LOM）
ポートは、管理トラフィックの伝送にのみ使用されます。データトラフィックは、PCIe
カードのポートの1つに接続されている別のケーブルで伝送されます。データトラフィッ
クと管理トラフィックの管理に2本の異なるケーブルを使用する方法は、デュアルワイヤ
管理とも呼ばれています。

• SingleConnect（サイドバンド）：Network Controller Sideband Interface（NC-SI）を使用し
て、データトラフィックと管理トラフィックの両方を伝送する 1本のケーブルに Cisco
VICカードを接続します。この機能は、SingleConnectと呼ばれています。

•直接接続モード: Cisco UCS Managerでは、Cisco UCS C-Series Rack-Mountサーバをファブ
リックインターコネクトに直接接続するオプションがサポートされています。このオプ

ションを使用すれば、管理トラフィックとデータトラフィックの両方に単一のケーブルを

使用して、Cisco UCSManagerでCisco C-Seriesラックマウントサーバを管理することがで
きます。Cisco UCS VICは、システムの FIに接続します。この接続では、各 FIに各 VIC
からの単一接続を使用します。

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
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Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバと統合している Cisco UCS Managerの LOMポー
トは、Cisco UCS Managerでは管理されていません。

Cisco UCS C125 M5サーバすべての LOMポートは含まれません。

（注）

Cisco UCS Managerとデュアルワイヤを統合するための一般的な前提条件は、Cシリーズラッ
クマウントサーバ CIMCリリース 1.4(6)以降に組み込まれています。SingleConnectまたは直
接接続モードを使用するには、次の要件を満たす必要があります。

•サーバ CIMCリリース 1.4(6)以降

• Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1227（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1225T仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1227T（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1387（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1385

• Cisco UCS VIC 1455 (Cisco UCS C125 M5サーバとその他のM5サーバでサポート)

• Cisco UCS VIC 1457 (C220 M5と C240 M5サーバでのみサポート)

• Cisco UCS VIC 1495（Cisco UCS C125 M5サーバ、および他のM5サーバでサポート）

• Cisco UCS VIC 1497 (C220 M5と C240 M5サーバでのみサポート)

Cisco UCS C125 M5サーバ、Cisco UCS C480 M5サーバ、および Cisco UCS C480 M5 MLサー
バはMLOMアダプタをサポートしません。

（注）

Cisco UCS VIC 1225Tアダプタと 1227Tアダプタは、Cisco Nexus 2232TM-E 10GEファブリッ
クエクステンダ（RJ45ネットワークケーブルを使用）でのみサポートされます。

（注）

次の表は、Cシリーズラックマウントサーバおよびサポートされる管理オプションの一覧で
す。

デュアルワイヤ管理は Cisco VICアダプタでのみサポートされており、サードパーティ製アダ
プタではサポートされていません。

（注）

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
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表 1 :サポートされる管理オプション

デュアルワイヤ管

理

直接接続モードシングル接続サーバ

対応対応対応CiscoUCSC22M3
サーバ

対応対応対応CiscoUCSC24M3
サーバ

対応対応対応Cisco UCS C220
M3サーバ

対応対応対応Cisco UCS C240
M3サーバ

対応対応対応Cisco UCS C420
M3サーバ

対応対応対応Cisco UCS C220
M4サーバ

対応対応対応Cisco UCS C240
M4サーバ

対応対応対応Cisco UCS C460
M4サーバ

対応対応対応Cisco UCS C240
M5サーバ

対応対応対応C480 M5および
C480 M5 MLサー
バ

なし対応対応Cisco UCS C125
M5サーバ

2.2(2a)より前のリリースのCiscoUCSManagerを使用している場合、現時点では、IntelE5-2400
v2 CPUを搭載している Cisco UCS C22および C24サーバの統合はサポートされていません。
統合は、Intel E5-2400 v1 CPUのみサポートされます。

（注）

使用しているサーバモデルとCIMCのバージョンに基づき、3つの統合オプションのいずれか
を使用して、ラックサーバと Cisco UCS Managerを接続できます。

Cisco UCSManagerファブリックインターコネクト（FI）内で動作します。Cisco UCSManager
の以前のリリースを使用している場合は、ファブリックエクステンダを使用して Cシリーズ
サーバとファブリックインターコネクトを接続し、Cisco UCS Managerでの管理を有効にする
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必要があります。サーバアダプタとファブリックインターコネクトは、ファブリックエクス

テンダを使用しないで直接接続できます。

この管理サービスで使用できるインターフェイスのいずれかを使用して、ファブリックイン

ターコネクトに接続されたシャーシすべてのネットワークおよびサーバリソースにアクセスし

たり、これらを設定、管理、およびモニタしたりすることができます。CiscoUCS 6400シリー
ズファブリックインターコネクト、Cisco UCS 6300シリーズのファブリックインターコネク
ト、またはCiscoUCS6200シリーズファブリックインターコネクトに関する質問については、
次のリンク先にあるマニュアルを参照してください。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトマニュアル

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトマニュアル

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトマニュアル

この構成における Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、または Cisco Nexus 2348UPQ
ファブリックエクステンダ（FEX）の詳細については、次のリンク先にあるマニュアルを参照
してください。

• Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダマニュアル

ハードウェアメンテナンス

サーバおよび特定のアダプタカードを交換する場合は、サーバを停止してから再稼働する必要

があります。詳細については、該当する『Cisco UCS Manager Configuration Guide』の
「decommissioning a Rack-Mount server」および「recommissioning a Rack-Mount Server」の項を
参照してください。

FEXの接続モードと検出
2通りの方法で FIに FEXを接続できます。Cisco UCS Manager FIが FEX/シャーシディスカバ
リモードに基づいて FEXを検出します。FEXの接続モードは、次のとおりです。

• Hard-Pinningモード：FEXが検出されると、FEXのサーバ側ポートが、接続されたアッ
プリンクポートにピニングします。Cisco UCSManagerは、確認済みのアップリンクポー
トの数に基づき、サーバ側ポートをアップリンクポートにピニングします。ピニング後、

新しいアップリンクを追加するか、または既存のアップリンクを削除する場合、変更を適

用するために手動で FEXを確認する必要があります。

• Port-Channelモード：Port-Channelモードでは、ピニングはありません。単一のポート
チャネルはすべてのサーバ側ポートへのアップリンクとして機能します。すべてのアップ

リンクポートは、この単一のポートチャネルのメンバです。アップリンクポートの 1つ
がダウンした場合、トラフィックは、使用可能な別のアップリンクポートに自動的に配信

されます。
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FEXと FI間を port-channelモードでケーブル接続する場合、アップリンクが FIポートに接続
されている位置によって、使用可能な仮想インターフェイス（VIF）の名前空間が次のように
異なります。

• FEXからのポートチャネルアップリンクが、単一チップで管理される 1つのポートセッ
ト（8ポート構成）内でのみ接続されている場合、CiscoUCSManagerはサーバ上で展開さ
れたサービスプロファイルで使用される VIFの数を最大化します。

•アップリンク接続が個別のチップで管理される複数のポートに分散している場合、VIFの
数は少なくなります。たとえば、ポートチャネルの 7つのメンバーをポート 1～ 7に接続
し、8番目のメンバーをポート 9に接続した場合、このポートチャネルはメンバーが 1つ
であるかのように VIFをサポートします。

FEXディスカバリポリシーとポートチャネルの割り当ての詳細については、適切な『Cisco
UCS Manager Configuration Guide』を参照してください。

FEXアップリンクの数に基づき設定可能な vNIC/vHBAの
最大数

次の表は、FEXアップリンクの数に基づいて、VICアダプタに設定可能な vNIC/vHBAの最大
数を示しています。

表 2 : Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト

VICアダプタ 1225、1225T、1227、1227T、1385、
1387、1455、1457、1495,および 14971387に設定
可能な vNIC/vHBAの最大数

FEXと FIの間の確認済みリンク

1161

1162

1164

1168

表 3 : Cisco UCS 6300 Fabric Interconnect

VICアダプタ 1225、1225T、1227、1227T、1385、
1387、1455、1457、1495,および 14971387に設定
可能な vNIC/vHBAの最大数

FEXと FIの間の確認済みリンク

1161

1162

1164
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VICアダプタ 1225、1225T、1227、1227T、1385、
1387、1455、1457、1495,および 14971387に設定
可能な vNIC/vHBAの最大数

FEXと FIの間の確認済みリンク

1168

表 4 : Cisco UCS 6200 Fabric Interconnect

VICアダプタ 1225、1225T、1227、1227T、1385、
1387、1455、1457、1495,および 14971387に設定
可能な vNIC/vHBAの最大数

FEXと FIの間の確認済みリンク

121

272

574

1168

新しいハードウェア

リリース 4.1(2a)の新しいハードウェア
[サーバ（Server）]

• Cisco UCS C240SD M5サーバ

ペリフェラル

• CiscoUCSC220M5、C240M5、および S3260ストレージサーバでの、MellanoxConnectX-5
MCX516A-CDATデュアルポート100GbE QSFP28 NIC (UCSC-P-M5D100GF)のサポート。

• Cisco UCS C240M5サーバでのUCSC-GPU-RTX6000およびUCSC-GPU-RTX8000のサポー
ト。

• Cisco UCS C125 M5サーバでの Cisco 9400-8I 12G SAS HBA (UCSC-9400-8I)のサポート。

• Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシ：最大 4個の Cisco UCS C125 M5ラッ
クサーバノードをサポートするモジュラ型高密度ラックサーバシャーシで、高密度コン

ピューティングフォームファクタとスケールアウト/コンピューティングなどの高コア密
度を必要とする環境での使用に最適化されています。(集中型、一般的なサービスプロバ
イダー、およびベアメタルアプリケーションなど)。

• AMD EPYC 2 7002 (ROME)プロセッサに基づく Cisco UCS C125 M5ラックサーバノード
のサポート。

• Cisco UCS S3260ストレージサーバでの次の NVMeドライブのサポート：

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
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製品の説明UCS S3260の PIDNVMeドライブ

U.2 WD SN640 NVMeの 1.9
TB 2.5。パフォーマンスバ
リュー耐久性

UCS-S3260-NVMW19TSN640 1.9TB

U.2 WD SN640 NVMeの 6.4
TB 2.5。パフォーマンスバ
リュー耐久性

UCS-S3260-NVMW64TSN640 6.4TB

リリース 4.1(1a)の新しいハードウェア
ファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクト

ペリフェラル

UCS C125 M5サーバでの次のネットワークインターフェイスカードのサポート：

• Intel X710 4ポート 10GbE (UCSC-PCIE-IQ10GF)

• Intel XXV710-DA2OCP1 2ポート x 10 / 25Gb OCP 2.0

• Intel X710-DA2 2 x 10GbE SFP + PCIe

C220 M5、C240 M5、C480 M5、および C480 M5 MLサーバ上のMellanox ConnectX-5
MCXM516A-CDAT 2 x 100GbE QSFP PCI NIC（UCSC-P-M5D100GF）のサポート。

C220 M5、C240 M5、C480 M5サーバでの次のMellanoxアダプタのサポート：

• Mellanox ConnectX-5 MCX515A-CCAT 1 x 100GbE QSFP PCI NIC（UCSC-P-M5S100GF）

• Mellanox ConnectX-5 MCX512A-ACAT 2 x 25Gb/10GbE SFP PCI（UCSC-P-M5D25GF）

UCS C125 M5サーバでの QLogic QLE 2692-2 x 16 Gb Gen 6ファイバチャネル HBAのサポート

UCS C125 M5サーバでの次の NVMeドライブのサポート:

UCS C125 M5の PIDNVMeドライブ

UCSC-NVME2H-I1000Intel P4510 1TB (SSDPE2KX010T8K)

UCSC-NVME2H-I4000Intel P4510 4TB (SSDPE2KX040T8K)

UCSC-NVME2H-I1600Intel P4610 1.6TB (SSDPE2KE016T8K)

UCSC-NVME2H-I3200Intel P4610 3.2TB (SSDPE2KE032T8K)
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サポートされる Cシリーズサーバとアダプタカード

アダプタカード

次の表は、Cisco UCSManagerと統合されたCシリーズラックマウントサーバに対して、この
リリースでサポートされているアダプタカードの一覧です。

表 5 :ラックサーバの統合のためのアダプタカード

直接接続SingleWire接続デュアルワイヤ接続アダプタモデル

対応なしなしCisco UCS VIC 1495

(UCSC-PCIE-C100-04)

対応なしなしCisco UCS VIC 1497

(UCSC-MLOM-C100-04)

対応対応対応Cisco UCS VIC 1455

(UCSC-PCIE-C25Q-04)

対応対応対応Cisco UCS VIC 1457

(UCSC-MLOM-C25Q-04)

対応対応対応Cisco UCS VIC 1387

（UCSC-MLOM-C40Q-03）

対応対応対応Cisco UCS VIC 1385

（UCSC-PCIE-C40Q-03）

なし対応対応Cisco UCS VIC 1227T

（UCSC-MLOM-C10T-02）

対応対応対応Cisco UCS VIC 1227

UCSC-MLOM-CSC-02

対応対応対応Cisco UCS VIC 1225

（UCSC-PCIE-CSC-02）

なし対応対応Cisco UCS VIC 1225T

（UCSC-PCIE-C10T-02）

なしなし対応QLogic QL41212H
25GbE1。

(UCSC PCIE QD25GF)
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直接接続SingleWire接続デュアルワイヤ接続アダプタモデル

なしなし対応QLogic QL41212H
40GbE2。

(UCSC PCIE QD40GF)

1
は、と FEXではなく FIに直接接続する必要があります

2
は、と FEXではなく FIに直接接続する必要があります

異なる世代のVICアダプタは、1つのサーバでサポートされていません。たとえば、サーバに
2つの VICカードがある場合、これら両方の VICアダプタは、14XXシリーズまたは13XXシ
リーズまたは 12XXシリーズであることが必要です。

（注）

ラックサーバおよびアダプタの互換性については、それぞれのラックサーバの仕様シートを

参照してください。接続オプションおよび詳細については、『Configuration Guides』を参照し
てください。

（注）

表 5 :ラックサーバの統合のためのアダプタカード（9ページ）に記載されていない他のア
ダプタまたはカードについては、Cisco UCS Managerがインベントリおよびファームウェア管
理のみをサポートします。

Cisco UCS Managerアップグレードの考慮事項

Cisco UCS Manager 3.2(2b)以降のラックサーバの統合は、表 5 :ラックサーバの統合のための
アダプタカード（9ページ）に記載されているアダプタのみで可能です。3.2(2b)以降では、
Cisco UCS Managerは表 5 :ラックサーバの統合のためのアダプタカード（9ページ）に記
載されていないアダプタの Vnicまたは Vhbaのプロビジョニングを許可していません。

ネットワークトポロジとサポート対象ケーブル
次の図は、Cシリーズサーバと Cisco UCSManagerとの統合でサポートされる全ネットワーク
トポロジを表しています。
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図 1 : 6200、6300および 6454シリーズファブリックインターコネクトのネットワークトポロジ
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図 2 : 6200、6300および 6400シリーズファブリックインターコネクトのネットワークトポロジ、1400シリーズ VICカー
ド付き

6400、6300および 6200シリーズの FIは、次の表に示されているように、Cisco VICアダプタ
および FEXに接続できます。太い青線は 40ギガビットイーサネット接続、細い線は 10ギガ
ビットイーサネット接続を表しています。40ギガビットイーサネット接続がCiscoVIC1385、
1387、1495、および 1497アダプタでのみサポートされています。10ギガビットイーサネット
接続がCiscoVIC1225、1227 1385、1387、1455、1457アダプタでのみサポートされています。
40ギガビットイーサネット接続は Cisco VIC 1455および 1457でのみサポートされています。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

25ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 25 G SFP 28
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10G接続で Cisco VIC 1385および 1387を使用している場合は、40Gから 10G QSFPへのコン
バータが必要になりますが、4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ルおよび 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）を使用することはできません。FIまたは FEX
に接続する場合、VICからのブレークアウトはサポートされません。FIから VIC 1225/1227お
よび VIC 1455/1457へのブレークアウトケーブルがサポートされています。

（注）

Cisco VIC 1385または 1387または 1455
1457

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインター
コネクト

Cisco Nexus 2232PP（4 X 10 Gブレークア
ウトケーブル）または2348UQ（40Gリン
ク）

Cisco VIC 1385または 1387または 1455ま
たは 1457 (10 Gリンク)

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインター
コネクト

Cisco VIC 1385または 1387または 1455ま
たは 1457または 1495または 1497

Cisco UCS 6300シリーズ FI（63xx）

Cisco Nexus 2232PP（4 X 10 Gブレークア
ウトケーブル）または2348UQ（40Gリン
ク）

Cisco VIC 1385または 1387または 1455ま
たは 1457 (10 Gリンク)

Cisco VIC 1495および 1497 (40 Gリンク

Cisco UCS 6300シリーズ FI（63xx）

Cisco VIC 1385または 1387または 1455ま
たは 1457

Cisco UCS 6200シリーズ FI（62xx）

Cisco Nexus 2232PPまたは 2348UQ（10 G
リンク）

Cisco VIC 1385または 1387または 1455ま
たは 1457 (10 Gリンク)

Cisco UCS VIC 1385および 1387
アダプタに 10 Gケーブルを接続
する場合は、40 Gから 10 Gへの
コンバータを使用する必要があ

ります。

（注）

Cisco UCS 6200シリーズ FI（62xx）

Cisco Cシリーズサーバは、Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトと Cisco UCS VIC
14xxの組み合わせを使用して Cisco UCS Managerと統合することはできません。

（注）
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表 6 :サポートされる 10 Gアダプタと光ケーブル

VIC 1227VIC 1225FI/10 Gラッ
ク VIC/コネ
クタ

ブレイクアウ

トケーブル

40 GQSA10 Gブレイクア

ウトケーブ

ル

40 GQSA10 G

NANANA対応NANANA対応FI 62xx

はい（4x10
ファブリック

ポートのみ）

NANA対応はい（4x10
ファブリッ

クポートの

み）

NANA対応FI 6324

はい（4x10
ファブリック

ポートのみ）

該当な

し

対応NAはい（4x10
ファブリッ

クポートの

み）

該当なし対応NAFI 6332

はい（4x10
ファブリック

ポートのみ）

該当な

し

対応対応はい（4x10
ファブリッ

クポートの

み）

該当なし対応対応FI
6332-16UP

NANANA対応NANANA対応Cisco UCS
6400シリー
ズファブ

リックイン

ターコネク

ト

表 7 :サポートされる 10G/25Gアダプタと光ケーブル

VIC 1455および 1457FI/10 Gラック VIC/コネ
クタ

ブレイクアウトケー

ブル

25 GQSA10 G

NANANA対応FI 62xx

NANANANAFI 6324

はい（4x10ファブ
リックポートのみ）

NANANAFI 6332

NANANA対応FI 6332-16UP
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VIC 1455および 1457FI/10 Gラック VIC/コネ
クタ

該当なし対応該当なし対応Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックイン

ターコネクト

表 8 :サポートされる 40 Gアダプタと光ケーブル

VIC 1497VIC 1495FI/40 Gラッ
ク VIC/コネ
クタ

ブレイクア

ウトケーブ

ル

40GQSAブレイクア

ウトケーブ

ル

40GQSA

NANANANANANAFI 62xx

NANANANANANAFI 6324

該当なし対応NANA対応NAFI 6332

NA対応NANA対応NAFI
6332-16UP

NANANANANANACisco UCS
6400シリー
ズファブ

リックイン

ターコネク

ト

表 9 :サポートされる 40 Gアダプタと光ケーブル

VIC 1387VIC 1385FI/40 Gラッ
ク VIC/コネ
クタ

ブレイクアウ

トケーブル

40 GQSAブレイクアウ

トケーブル

40 GQSA

NANA対応NANA対応FI 62xx

NANA対応NANA対応FI 6324

該当なし対応対応該当なし対応対応FI 6332

該当なし対応対応該当なし対応対応FI
6332-16UP
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VIC 1387VIC 1385FI/40 Gラッ
ク VIC/コネ
クタ

NANA対応NANA対応Cisco UCS
6400シリー
ズファブ

リックイン

ターコネク

ト

サポートされる RAID/ストレージコントローラコンフィ
ギュレーション

エクスパンダのないサーバのみ、Cisco UCS Manager統合モードで複数の RAIDコントローラ
を搭載できます。以下のサーバは、Cisco UCS Manager統合モードで複数の RAIDコントロー
ラを搭載できます。

• Cisco UCS C24 M3（UCSC-C24-M3S2）

• Cisco UCS C420 M3（UCSC-C420-M3）

• Cisco UCS C240 M3（UCSC-C240-M3S2）

• Cisco UCS C240 M3 NEBS（UCSC-C240-SNEBS）

• Cisco UCS C220 M4（UCSC-C220-M4）

• Cisco UCS C240 M4（UCSC-C240-M4）

• Cisco UCS C460 M4（UCSC-C460-M4）

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5L）

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5S）

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SX）

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SN）

• Cisco UCS C240SD M5（UCSC-C240-M5SD）

• Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5L）

• Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5SX）

• Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5SN）

• Cisco UCS C480 M5（UCSC-C480-M5）

• Cisco UCS C480 M5 MLサーバ (USC C480 M5ML)

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
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Cisco UCS C125 M5サーバ複数の PICe RAIDコントローラをサポートしていません。2つの
PCIeスロットのみ存在します。1つは VICカード用で、もう 1つは RAIDコントローラ用で
す。

（注）

このリストにないサーバに複数のRAIDコントローラが搭載されている場合、検出が失敗しま
す。

以下の RAID/ストレージコントローラが、Cisco UCS Managerと Cシリーズラックマウント
サーバの統合においてサポートされます。

すべて装着済みのLSIコントローラは、RAID0、1、5、50、6、10、60をサポートします。LSI
コントローラからメモリカードを取り外す場合、UCS Managerは RAID 6と 10を作成できま
せん。

（注）

表 10 :サポートされる RAID/ストレージコントローラ

サポートされる RAIDコントローラサーバ

• Cisco UCSC RAID SAS 2008M-8i

• LSI MegaRAID SAS 9271-8iまたは
9271CV-8i 8ポート PCIe RAIDコント
ローラ

• LSI MegaRAID 9286CV-8e 8ポート PCIe
RAIDコントローラ

• CiscoNytroMegaRAID 200GBPCIe RAID
コントローラ

Cisco UCS C240 M3（UCSC-C240-M3）

• Cisco UCSC RAID SAS 2008M-8i

• LSI MegaRAID SAS 9271-8iまたは
9271CV-8i RAID 8ポート PCIe RAIDコ
ントローラ

• LSI MegaRAID 9286CV-8e PCIe RAIDコ
ントローラ

Cisco UCS 220 M3（UCSC-C220-M3）

• LSI MegaRAID 9270CV-8i

• LSI MegaRAID 9240-8i RAID 8ポート
PCIe RAIDコントローラ

• LSI MegaRAID 9220-8i RAID 8ポート
PCIe RAIDコントローラ

Cisco UCS 22 M3（UCSC-C22-M3）

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
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サポートされる RAIDコントローラサーバ

• LSI MegaRAID 9270CV-8i

• LSI MegaRAID 9240-8i RAID 8ポート
PCIe RAIDコントローラ

• LSI MegaRAID 9220-8i RAID 8ポート
PCIe RAIDコントローラ

Cisco UCS C24 M3（UCSC-C24-M3）

•組み込み SATAのみのストレージコン
トローラ

• Cisco 12G SASモジュラ RAIDコント
ローラ

• Cisco 12Gモジュラ SASパススルーコ
ントローラ

• Cisco 9300-8E 12G SAS HBAコントロー
ラ

• Cisco UCSC-PSAS12GHBAストレージ
コントローラ

Cisco UCS C240 M4（UCSC-C240-M4）

•組み込み SATAのみのストレージコン
トローラ

• Cisco 12G SASモジュラ RAIDコント
ローラ

• Cisco 12 GモジュラHBAパススルーコ
ントローラ

• Cisco 9300-8E 12G SAS HBAコントロー
ラ

• Cisco UCSC-PSAS12GHBAストレージ
コントローラ

Cisco UCS C220 M4（UCSC-C220-M4）

• Cisco 12G SASモジュラ RAIDコント
ローラ

• Cisco 12GSASC460M4RAIDコントロー
ラ

• Cisco 9300-8E 12G SAS HBAコントロー
ラ

• LSIMegaRAID SAS 9361-8i RAIDコント
ローラ

Cisco UCS C460 M4（UCSC-C460-M4）
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サポートされる RAIDコントローラサーバ

• Cisco 12Gモジュラ RAIDコントロー
ラ、2GBキャッシュ搭載（最大 16ドラ
イブ）（UCSC-RAID-M5）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 16
ドライブ）（UCSC-SAS-M5）

Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5SX）

• Cisco UCS 12G SASモジュラ 8ポート
RAIDコントローラ (UCSC-MRAID12G)

Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5L）

• Cisco UCS 12G SASモジュラ 8ポート
RAIDコントローラ (UCSC MRAID12G)
または Cisco 12Gモジュラ SAS HBA (最
大 16ドライブ) (UCSC SAS M5)

•最大 10台の SFF NVMe PCIe SSDが搭
載可能。

スロット 1および 2のドライ
バはライザー 2から接続さ
れ、スロット 3～ 10のドライ
ブは内部のHBAスロットに装
着された PCIeスイッチカー
ドから接続。

（注）

UCSC-C220-M5SNは内蔵 RAIDをサポート
しません。

Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5SN）

• Cisco 12Gモジュラ RAIDコントロー
ラ、2GBキャッシュ搭載（最大 16ドラ
イブ）（UCSC-RAID-M5）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 16
ドライブ）（UCSC-SAS-M5）

Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5S）

• Cisco 12Gモジュラ RAIDコントロー
ラ、2GBキャッシュ搭載（最大 16ドラ
イブ）（UCSC-RAID-M5）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 16
ドライブ）（UCSC-SAS-M5）

Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5L）
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サポートされる RAIDコントローラサーバ

• Cisco 12Gモジュラ RAIDコントロー
ラ、4GBキャッシュ搭載（最大 26ドラ
イブ）（UCSC-RAID-M5HD）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 26
ドライブ）（UCSC-SAS-M5HD）

Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SX）

•最大 8台の前面 SFF NVMe PCIe SSDの
み装着できます（SAS/SATAドライブを
交換）。

このNVMeドライブは前面ド
ライブベイ 1～ 8にのみ装着
し、ライザ 2のスロット 4
（PCIeスイッチ）から接続す
る必要があります。

（注）

• 16台の SFF前面 SAS/SATAハードドラ
イブ（HDD）または SAS/SATAソリッ
ドステートドライブ（SSD）が搭載可
能。

ドライブはスロット 9～ 24に
装着します。

（注）

•オプションで最大 2台のSFF、背面SFF
NVMe PCIe SSD（NVMe専用）を装着
できます。背面 NVMeドライブはライ
ザ 2から接続します。

UCSC-C220-M5SNは内蔵 RAIDをサポート
しません。

Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SN）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA (最大 16
ドライブ) (UCSC-SAS-M5)

Cisco UCS C240SD M5（UCSC-C240-M5SD）
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サポートされる RAIDコントローラサーバ

• 2GBキャッシュを持つCisco 12G9460-8i
RAIDコントローラ
（UCSC-SAS9460-8I）

• UCSC-RAID-M5HDは、SuperCapキャッ
シュバックアップ（UCSC-SCAP-M5）
による 4 GBのキャッシュを備えた、内
部に取り付けられるCisco 12Gモジュラ
RAIDコントローラです。

• Cisco 12 G 9460 8i RAIDコントローラの
Cisco UCS C480 M5（UCSC C480
8AUX）補助ドライブモジュール

Cisco UCS C480 M5（UCSC-C480-M5）

• 2GBキャッシュを持つCisco 12G9460-8i
RAIDコントローラ
（UCSC-SAS9460-8I）

• AHCIモードのオンボード SATAスト
レージコントローラ（FCH）がサポー
トされています

• SWRAIDはサポートされていません

Cisco UCS C125 M5サーバ (UCSC C125)

• Cisco 12Gモジュラ RAIDコントローラ
(UCSC-RAID-M5HD)

4GBキャッシュを搭載し、最大 26台の
ドライブを制御します。

CiscoUCSC480M5MLサーバ (USCC480M5ML)

サポートされる FlexFlashコンフィギュレーション
一部の Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバは、サーバソフトウェアツールおよび
ユーティリティのストレージとして、内部CiscoFlexFlashSecureDigital（SD）メモリカードを
サポートします。FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファ
イルで使用されるローカルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。

ユーティリティモードで Cisco FlexFlash SDメモリカードが設定されている Cisco UCS Cシ
リーズスタンドアロンサーバは、Cisco UCS Manager統合モードではサポートされません。

（注）

CIMCのアップグレード後、CiscoFlexFlashをインストールできない場合は、FlexFlashSDカー
ドを設定する前に、スクラブポリシーを適用します。
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コントローラがサポートしている場合、フォーマット SDカードのオプションを使用すること
で、FlexFlash SDカードをスクラブすることができます。
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22

Cisco UCS Cシリーズと Cisco UCS Managerとの統合

サポートされる FlexFlashコンフィギュレーション



第 2 章

SingleConnectの設定

この章は、次の項で構成されています。

• SingleConnect（23ページ）
• SingleConnectの重要なガイドライン（24ページ）
•管理接続ポリシーと接続モード（24ページ）
•接続モードの手動認識：GUI（25ページ）
•接続モードの手動認識：CLI（25ページ）
• SingleConnectを Cisco UCS Managerと統合するための要件（26ページ）
•混合 VICセットアップ用 Cisco UCS Manager管理（33ページ）
• Cisco UCS Manager Management for Mixed VIC Set-up in C240 M5 Server（34ページ）
• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続（35ペー
ジ）

• SingleConnectのクラスタセットアップの物理的な接続の図（36ページ）
• Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続（38ページ）
• Physical Connectivity Illustrations for SingleConnect Non-Cluster Setup（40ページ）
•統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理（41ページ）
•サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法（42ページ）
•統合型サーバに関する特記事項（42ページ）

SingleConnect
Cisco UCS Managerは、NC-SIを使用した Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS
Managerを統合するオプションをサポートしています。このオプションを使用すれば、管理ト
ラフィックとデータトラフィックの両方に単一のケーブルを使用して、Cisco UCS Managerで
Cシリーズラックマウントサーバを管理できます。SingleConnectモードを使用する場合、FEX
上の1つのホスト側ポートで1台のラックマウントサーバを十分に管理できますが、共有LOM
モードでは2つのポートが使用されます。このため、統合されたサーバ管理のために、より多
くのラックマウントサーバをCiscoUCSManagerと接続することができます。CiscoUCSManager
と統合するための正しいサーバファームウェアを使用していることを確認してください。使用

していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてから、統合してください。
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「Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード（78ページ）」を参照してくださ
い。

SingleConnectの重要なガイドライン
SingleConnectには、次の注意事項と制限事項があります。

• CiscoUCSManagerの統合のために SingleConnectを有効にするには、CiscoUCSVIC 1225、
Cisco UCS VIC 1227、、Cisco UCS VIC 1385、および CiscoUCS VIC 1455, Cisco UCS VIC
1457をSingleConnectに割り当てられたラックサーバの特定のスロットに装着する必要が
あります。VICが特定のスロットに装着されていない場合、SingleConnectは機能しませ
ん。

Cisco VIC 1225Tは、C220 M3、C240 M3、C240 M4、C220 M4、および C460 M4サーバでのみ
サポートされます。Cisco UCS MLOM 1227Tおよび Cisco UCS MLOM 1387は、C240 M4およ
び C220 M4サーバでのみサポートされます。

（注）

管理接続ポリシーと接続モード
Cisco UCSドメインの Cシリーズラックマウントサーバに対する物理接続を確立する場合
は、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIで接続モードと管理ポリシーを指定
する必要があります。管理ポリシーは、接続されているすべての Cシリーズラックマウント
サーバに対してグローバルです。接続モードにより、Cisco UCSManagerでのラックサーバの
検出方法が決まります。

ラックサーバには、次のいずれかの接続ポリシーを指定できます。

•自動確認：これは Cシリーズラックマウントサーバに推奨されるデフォルトの接続モー
ドです。接続モードが自動確認の場合、Cisco UCS Managerは、物理接続が確立されると
すぐにラックサーバを検出し、指定された管理ポリシーに基づいてサーバの管理を開始し

ます。

•ユーザー確認：接続モードがユーザー確認の場合、物理接続を確立後、手動で接続を確認
し、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIで接続モードを指定して、検出
を開始する必要があります。Cisco UCS Managerは、ユーザーが接続モードを指定するま
で、Cシリーズラックマウントサーバの検出を開始しません。詳細な手順については、
接続モードの手動認識：GUI（25ページ）または接続モードの手動認識：CLI（25ペー
ジ）を参照してください。
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24

SingleConnectの設定

SingleConnectの重要なガイドライン



Cisco UCS Managerによってラックサーバが検出され、管理されている場合、1台の Cシリー
ズラックマウントサーバの既存の接続モードを変更するには、そのサーバを停止してから再

起動して、新しい接続モードを指定する必要があります。Cisco UCS Managerは、その時初め
て、新しい接続モードでサーバを検出できるようになります。

（注）

接続モードの手動認識：GUI
接続モードがユーザ確認の場合、物理接続を確立後、手動で接続を確認し、CiscoUCSManager
GUIで接続モードを指定して、検出を開始する必要があります。Cisco UCS Managerは、ユー
ザーが接続モードを指定するまで、Cシリーズラックマウントサーバの検出を開始しません。

手順の概要

1. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

2. [Inventory] > [CIMC]タブを選択します。

3. [Configure Management Connection]をクリックし、[Enable]を選択します。

4. [State]の [Enabled]チェックボックスを選択します。

5. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 2 [Inventory] > [CIMC]タブを選択します。

ステップ 3 [Configure Management Connection]をクリックし、[Enable]を選択します。

ステップ 4 [State]の [Enabled]チェックボックスを選択します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

接続モードの手動認識：CLI
接続モードがユーザ確認の場合、物理接続を確立後、手動で接続を確認し、CiscoUCSManager
CLIで接続モードを指定して、検出を開始する必要があります。Cisco UCS Managerは、ユー
ザーが接続モードを指定するまで、Cシリーズラックマウントサーバの検出を開始しません。
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手順の概要

1. UCS-A # Scope server_ID

2. 5 UCS-A/server # Scope cimc
3. UCS-A/server/cimc # scope mgmt-conn sideband
4. 9 UCS-A/server/cimc/mgmt-conn #set mgmt-conn-state enabled
5. UCS-A/server/cimc/mgmt-conn* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバを開始します。UCS-A # Scope server_IDステップ 1

CIMCモードを開始します。5 UCS-A/server # Scope cimcステップ 2

管理接続モードを開始します。UCS-A/server/cimc # scope mgmt-conn sidebandステップ 3

接続モードを確認します。9 UCS-A/server/cimc/mgmt-conn #set mgmt-conn-state
enabled

ステップ 4

システムで変更を保存します。UCS-A/server/cimc/mgmt-conn* # commit-bufferステップ 5

例

UCS-A# scope server 1
UCS-A /server # scope cimc
UCS-A /server/cimc # scope mgm
UCS-A /server/cimc # scope mgmt-conn
UCS-A /server/cimc # scope mgmt-conn sideband
UCS-A /server/cimc/mgmt-conn # set mgmt-conn-state enabled
UCS-A /server/cimc/mgmt-conn* # commit-buffer
UCS-A /server/cimc/mgmt-conn

SingleConnectを Cisco UCS Managerと統合するための要
件

クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップで、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerのシング
ルワイヤの統合を作成するには、次の製品が必要です。

• Cisco UCS Managerを実行する Cisco UCSシステム。

•次の表に記載されている任意の Cシリーズラックマウントサーバと対応する CIMCと
UCS Managerのリリースバージョン。
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表 11 : SingleConnectの統合に最低限必要な CIMC、BIOS、UCS Managerのバージョン

UCS Manager（BIOS）UCS Manager
（CIMC）

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

1.5.1c1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C22 M3
サーバ

1.5.1c1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C24 M3
サーバ

1.5.1g1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C220 M3
サーバ

1.5.1c1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C240 M3
サーバ

1.5.1b1.5(1l)2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS
C420 M3
サーバ

2.0.32.0(3d)2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS
C220 M4
サーバ

（2.2.3以降
が必要）

2.0.32.0(3d)2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS
C240 M4
サーバ

（2.2.3以降
が必要）

1.5.71.5(7a)2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS
C460 M4
サーバ

3.1.1i.03.1.1d3.2(1d)3.1.1i.03.1.1dCisco UCS
C220 M5
サーバ

3.1.1h.03.1.1d3.2(1d)3.1.1h.03.1.1dCisco UCS
C240 M5
サーバ
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UCS Manager（BIOS）UCS Manager
（CIMC）

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

3.1.2a.03.1(2b)3.2(2b)3.1.2a.03.1(2b)Cisco UCS
C480 M5
サーバ

4.0(1a)4.0(1a)4.0(1a)4.0(1a)4.0(1a)Cisco UCS
C125 M5
サーバ

4.0(2a)4.0(2a)4.0(2a)4.0(2a)4.0(2a)Cisco UCS
C480 M5
MLサーバ

4.1(2)4.1(2)4.1(2)4.1(2)4.1(2)Cisco UCS
C240SD M5
サーバ

サーバの場合は、MLOMまたは VICを使用して、SingleConnect
または直接接続モードで Cisco UCS Managerと統合できます。

CiscoUCSC125M5サーバMLOMをサポートしていません。Cisco
UCSC125M5サーバはスロット 2のみで、VICカードを配置する
必要があります。

接続アダプタは、次のように選択されます。

• MLOMのみ：サーバにMLOMのみ搭載されている場合、接
続アダプタはデフォルトでMLOMです。

• MLOMおよび VICアダプタ：:MLOMがデフォルトの接続
アダプタです。

• MLOMなし：

• Cisco UCS C220 M4に VICが含まれている場合は、
SingleConnectまたは直接接続の統合では Riser1（スロッ
ト 1）に VICを装着する必要があります。

• Cisco UCS C240 M4に VICが含まれている場合は、
SingleConnectまたは直接接続の統合ではスロット1、2、
4、または 5のいずれかに VICを装着できます。

• MLOMおよび VICなし：単一接続または直接接続はサポー
トされません。

（注）
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重要
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サーバには、Cisco UCS VIC 1225、Cisco VIC 1227、Cisco VIC
1385、Cisco VIC 1387 MLOM、Cisco VIC 1455または Cisco VIC
1457 MLOMを装着する必要があります。Cisco UCS VIC 1225ま
たはCisco VIC 1227のファームウェアおよびブートローダのバー
ジョンは次の通りです。

Cisco UCS 1225および 1227カードの場合：

•推奨：2.1(0.457a)

•最小限の要件：2.1(0.367e)

Cisco UCS VIC 1385および 1387 MLOMの場合：

•推奨：4.1.1a

•最小限：4.1.1a

Cisco UCS VIC 1455および 1457 MLOM：

•推奨 5.0(1a)以降

Cisco UCS 1225、、Cisco UCS 1227、Cisco UCS 1385、Cisco UCS
1387、Cisco UCS 1455、Cisco UCS 1457 VICは単一接続をサポー
トします。SingleConnectに Cisco UCS VICを使用している場合、
カードが次の表で説明されているいずれかのスロットに挿入され

ていることを確認してください。

表 12 : SingleConnectの統合のための Cisco UCS VICスロット

PCIeスロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

4Cisco UCS C420 M3サーバ

MLOM、1Cisco UCS C220 M4サーバ

MLOM、1、2、4、5Cisco UCS C240 M4サーバ

スロット2および5に
GPUが装着されてい

（注）

る場合、スロット1お
よび 4に VICを配置
します。
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PCIeスロットサーバ

Cisco UCS C460 M4サーバ 4、9、5、10

MLOM、1Cisco UCS C220 M5サーバ

MLOM、1、2、4、5

スロット2および5に
GPUが装着されてい
る場合、スロット1お
よび 4に VICを配置
します。

（注）

スロットの組み合わせについて

は、混合 VICセットアップ用
Cisco UCS Manager管理（33
ページ）を参照してください。

Cisco UCS C240 M5サーバ

MLOM、1、2Cisco UCS C240SD M5サーバ

2Cisco UCS C125 M5サーバ

1、2Cisco UCS C480 M5サーバ

11、12Cisco UCS C480 M5 MLサーバ

Cisco UCS 1225、1225T、1385、1455は PCIeベースのアダプタで
あり、Cisco VIC 1227、Cisco VIC 1227T、Cisco VIC 1387、Cisco
VIC 1457はMLOMベースです。

（注）

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズまたは Cisco UCS 6400シリーズファブリッ
クインターコネクト。ファブリックエクステンダ（FEX）を接続するスイッチポートは、
サーバポートとしてマークする必要があります。

•次の FEXタイプのうち 2つを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ
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• Cisco Nexus 2232PPまたは Cisco Nexus 2232TM-E FEXは 6200
シリーズ FIに、CiscoNexus 2232PP、CiscoNexus 2232 TM-E、
または Cisco Nexus 2348UPQ EFXは 6300シリーズ FIに接続
できます。

• FEXの 2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要
があります。電源が接続されていて、ハードウェアに問題が

ある場合は、電源投入時自己診断テスト（POST）の途中で
「重大な」障害が報告されることがあります。たとえば、次

のエラーが表示されることがあります。「Power supply
1 in fex 6 power: error」。このエラーは、不足して
いる電源コードを FEX電源装置に接続するとクリアできま
す。

（注）

• 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル X 4。

•各 FEXと対応する FIの接続用ケーブル X 1（最小限）。

•サーバとFEXの間のデータトラフィックパスのリンク用ケー
ブル X 1（最小限）。

• FEXから FIへのアップリンク用ケーブルX 4（最小限）。10
Gbツインアキシャルケーブルか、次の SFPタイプのケーブ
ルのいずれかを使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

（注）

アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。アップ
リンクでSFPのタイプを混在させると、「Discovery Failed」
のエラーが表示されます。

重要

非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセッ
トアップでサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズまたは Cisco UCS 6400シリーズファブ
リックインターコネクト。ファブリックエクステンダ（FEX）を接続するスイッチ
ポートは、サーバポートとしてマークする必要があります。
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•次のいずれかの FEXタイプを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

• 10 Gb SFPケーブル X 3。

• 6200シリーズ FIを使用している場合、SFPケーブルの最小
要件は 2です。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスを接続するた
めに 1本以上のケーブル。

• FEXから FIへのアップリンク用ケーブル X 2（最小限）。
FEXから FIへのアップリンクに使用する 2本のケーブルご
とに、10 Gbツインアキシャルケーブルか、次の Small
Form-Factor Pluggable（SFP）タイプのケーブルのいずれかを
使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

（注）

•接続されている Cisco Nexus 2348UPQの 40G SFPケーブル

混合 VICセットアップ用 Cisco UCS Manager管理
Cisco UCS Managerは、Cisco UCS M5サーバおよび混合 VICカードによるセットアップを完
全にはサポートしていません。

表 13 : Cisco UCS Manager管理

Cisco UCS Manager管理スロット

MLOMがデフォルトの接続アダプタです。MLOMのみ。

MLOMがデフォルトの接続アダプタです。MLOMアダプタと VICアダプタの両方。

VICアダプタは、単一接続または直接接続統
合用にスロット 1に取り付けることができま
す。

VICアダプタのみ。MLOMはなし。
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Cisco UCS Manager Management for Mixed VIC Set-up in C240
M5 Server

Cisco UCS Managerは、Cisco UCS C240 M5サーバおよび混合 VICカードのによるセットアッ
プを完全にはサポートしていません。

表 14 : Cisco UCS Manager管理

Cisco UCS Manager管理スロット

Cisco UCSManagerはスロット 2のみを検出し
ます。

スロット 1およびスロット 2の両方が使用さ
れています。

スロット 1：Cisco VIC 1455

スロット2：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 1およびスロット 2の両方が使用さ
れています。

スロット 1：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット 2：Cisco VIC 1455

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 1およびスロット 2の両方が使用さ
れています。

スロット 1：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット2：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CiscoUCSManagerはどちらのスロットが使用
されているか検出します。

1つのスロットのみ使用されています。

スロット1：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

または

スロット2：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ
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Cisco UCS Manager管理スロット

Cisco UCSManagerはスロット 5のみを検出し
ます。

スロット 4およびスロット 5の両方が使用さ
れています。

スロット 4：Cisco VIC 1455

スロット5：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 4およびスロット 5の両方が使用さ
れています。

スロット 4：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット 5：Cisco VIC 1455

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 4およびスロット 5の両方が使用さ
れています。

スロット 4：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット5：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CiscoUCSManagerはどちらのスロットが使用
されているか検出します。

1つのスロットのみ使用されています。

スロット4：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

または

スロット5：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CシリーズサーバとCiscoUCSドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

始める前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

サーバに接続する前に、Cisco UCS VIC 1225、Ciがsco VIC 1227、Cisco VIC 1385、 Cisco VIC
1387 MLOM、Cisco VIC 1455または Cisco VIC 1457 MLOMが Cisco UCSManagerへの統合のた
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めに正しいスロットに装着されていることを確認します。カードが正しいスロットに装着され

ていない場合、サーバのシングルワイヤ管理を有効にできません。

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 データトラフィックと管理トラフィックの両方が伝送されるパスを FEXに接続します。

a) サーバのアダプタカードとファブリック Aに接続している FEXのポートの間をサポートされている
ケーブルで接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

b) サーバのアダプタカードとファブリック Bに接続している FEXのポートの間をサポートされている
SFPケーブルで接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 3 FEXから FIへのパスを接続します。

a) FEX Aと FI Aの 2つのポートの間をサポートされている 2本以上の SFPケーブルで接続します。FI A
の任意のポートを使用できますが、ポートはサーバポートとして設定される必要があります。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポートの間をサポートされている 2本以上の SFPケーブルで接続します。FI B
の任意のポートを使用できますが、ポートはサーバポートとして設定される必要があります。

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネットワークト
ポロジとサポート対象ケーブル（10ページ）」の項を参照してください。

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。アップリンクの最大
数は 8です。

•アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、検出が失敗することが
あります。

ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続します。

ステップ 5 サーバをリブートします。

SingleConnectのクラスタセットアップの物理的な接続の
図

次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCSManagerとの
SingleConnect物理接続の例を示しています。次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと
CiscoUCSManagerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールドで示されたパスでは、
管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。
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図 3 : SingleConnectの配線構成

図 4 : Cisco VIC 1455/VIC 1457との SingleConnectの配線構成

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
37

SingleConnectの設定

SingleConnectのクラスタセットアップの物理的な接続の図



XGbは 40 GB接続または 10 GB接続または 25 GB接続を表します。10ギガビットイーサネッ
トの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

25ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 25 G SFP 28

（注）

Cisco Nexus 2232PPまたは Cisco Nexus
2232TM-E (Cisco UCS VIC 1455では適
用されない)、または Cisco Nexus
2348UPQ FEX（ファブリック B）

4Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300または
Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクト（ファブリック A）

1

Cシリーズラックマウントサーバ5Cisco Nexus 2232PPまたは Cisco Nexus
2232TM-E (Cisco UCS VIC 1455では適用され
ない)、または Cisco Nexus 2348UPQ FEX
（ファブリック A）

2

サポート対象 PCIeまたはMLOMス
ロット内の Cisco UCS VIC。

6Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300または
Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクト（ファブリック B）

3

CシリーズサーバとUCSドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

Cシリーズサーバと UCSドメインを接続する場合は、Cシリーズサーバと Cisco UCSドメイ
ンとのクラスタセットアップでの接続（35ページ）で説明されているのと同じ手順を実行し
ます。ただし、2つの FIと 2つの FEXを接続する代わりに、1つの FIと 1つの FEXのみ接続
する必要があります。

図 5 :シングルワイヤの非クラスタセットアップの例

次の図は、シングルワイヤ管理の非クラスタセットアップの例です。
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XGbは 40 GBイーサネット接続または 10 GBイーサネット接続または 25 GBイーサ接続を表
します。10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

25ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 25 G SFP 28

（注）

Cシリーズラックマウントサーバ4Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300または
Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクト（ファブリック A）

1

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VICアダプタ

5SingleConnect接続2

Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
またはCiscoNexus 2348UPQFEX（ファブリッ
ク A）

3
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Physical Connectivity Illustrations for SingleConnect
Non-Cluster Setup

次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCSManagerとの
SingleConnect物理接続の例を示しています。次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと
CiscoUCSManagerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールドで示されたパスでは、
管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

図 6 : Cisco VIC 1455/VIC 1457との SingleConnectの配線構成 -単一ケーブル

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
40

SingleConnectの設定
Physical Connectivity Illustrations for SingleConnect Non-Cluster Setup



図 7 : Cisco VIC 1455/VIC 1457との SingleConnectの配線構成 -デュアルケーブル

XGbは 40 GB接続または 10 GB接続または 25 GB接続を表します。10ギガビットイーサネッ
トの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

25ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 25 G SFP 28

（注）

統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCSドメインと統合されているすべてのラックマウントサーバを、Cisco UCS Manager
によって管理し、モニタリングできます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスクはす

べて Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。Cisco UCS Managerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウン
トサーバ Cisco IMCは使用できなくなります。
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Cisco UCS Managerは、検出された各ラックマウントサーバに関する情報、エラー、および障
害を提供します。

Cisco UCS Managerからの Cシリーズラックマウントサーバ C-Series Rack-Mount Serversの管
理の詳細については、使用しているリリースの『Cisco UCS Manager Configuration Guide』の
「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照してください。

サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCS Managerソフトウェアを使用して Cisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、その
サーバに UCS Managerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタ
ンドアロンモードに戻す（すなわち Cisco IMCソフトウェアで管理できるようにする）場合
は、UCS Managerで次の処理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 アダプタからの接続を削除します。

ステップ 3 手動でサーバの電源オンします。

ステップ 4 前面パネル KVM接続を接続します。

ステップ 5 ブート中にアップ F8キーを押します。

ステップ 6 CIMCを工場出荷時の初期状態またはスタンドアロンモードにリセットします。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによって割り
当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これによっ
て番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能性が
あります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロンモー

ドに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能デバイス
として表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

統合型サーバに関する特記事項
Cisco UCSシステムの Cシリーズサーバに接続する場合は、次の点を確認してください:

• FEXの考慮事項（43ページ）
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FEXの考慮事項

FEXの稼働中止/再稼働後の接続先サーバの再確認

CiscoUCSFEXの稼働中止または再稼働後は、必ずそのFEXに接続されているすべてのサーバ
を UCS Managerで再確認する必要があります。

Cisco VIC 1455および 1457の接続性
クラスタ設定では、ポート 1および 2を 1つの FEXに接続します。別の FEXにポート 3およ
び 4を接続します。非クラスタを設定するには、FEXに 1および 2ポートまたはポート 3およ
び 4のいずれかを接続します。
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第 3 章

直接接続の設定

この章は、次の項で構成されています。

•直接接続モード（45ページ）
• Cisco UCS Managerとの直接接続モードでの統合の要件（46ページ）
•混合 VICセットアップ用 Cisco UCS Manager管理（52ページ）
• Cisco UCS Manager Management for Mixed VIC Set-up in C240 M5 Server（52ページ）
•管理接続ポリシーと接続モード（54ページ）
• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続（55ペー
ジ）

•直接接続モードのクラスタセットアップの物理的な接続の図（56ページ）
• Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続（58ページ）
• Physical Connectivity Illustrations for Direct Connect Mode Non-Cluster Setup（59ページ）
• SingleConnectから直接接続モードへの Cシリーズサーバの移行（60ページ）
•デュアルワイヤ管理から直接接続モードへの Cシリーズサーバの移行（61ページ）
•統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理（62ページ）
•サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法（62ページ）
•統合型サーバに関する特記事項（63ページ）

直接接続モード
リリース 3.1以降、Cisco UCS Managerは、Cシリーズラックマウントサーバをファブリック
インターコネクトに直接接続するためのオプションをサポートしています。ファブリックエク

ステンダは不要です。このオプションを使用すれば、管理トラフィックとデータトラフィック

の両方に単一のケーブルを使用して、Cisco UCSManagerでCシリーズラックマウントサーバ
を管理できます。
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FIとサーバを接続した後でサーバが検出されたときは、Cisco UCS Managerリリース 3.1以降
で使用可能な Cシリーズソフトウェアバンドルを必ず更新します。

10G接続で Cisco VIC 1385および 1387を使用している場合は、40Gから 10G QSFPへのコン
バータが必要になりますが、4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ルおよび 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）を使用することはできません。

（注）

直接接続モードを使用する場合は、すべてのCiscoUCS管理対象アダプタを、ファブリックイ
ンターコネクトのサーバポートに接続する必要があります。Cisco UCS Managerとの直接接続
モードでの統合の要件（46ページ）に一覧表示されているサーバファームウェアを使用して
いることを確認してください。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレー

ドしてから、サーバを Cisco UCSManagerと統合してください。Cシリーズサーバのファーム
ウェアのアップグレード（78ページ）を参照してください。

VIFの拡張性

ファブリックインターコネクトに直接接続されているサーバの各アダプタで許可される仮想イ

ンターフェイスの最大数については、次のマニュアルを参照してください。

『Cisco UCS Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide』

Cisco UCS Managerとの直接接続モードでの統合の要件
クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップで、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerの直接接
続の統合を作成するには、次の製品が必要です。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降を実行している Cisco UCSシステム。

•次の表に記載されているサポート対象のCiscoUCSCシリーズサーバのいずれかと対応す
る CIMCのリリースバージョン。

表 15 :直接接続モードの統合に最低限必要な CIMC、BIOS、UCS Managerのバージョン

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ
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UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

3.2(1d)3.1.1i.03.1.1dCisco UCS C220 M5
サーバ

3.2(1d)3.1.1h.03.1.1dCisco UCS C240 M5
サーバ

4.1(2)4.1(2)4.1(2)Cisco UCS C240SD
M5サーバ

4.0(1a)4.0(1a)4.0(1a)Cisco UCS C125 M5
サーバ

3.2(2b)3.1.2a.03.1(2b)Cisco UCS C480 M5
サーバ

4.0(2a)4.0(2a)4.0(2a)Cisco UCS C480 M5
MLサーバ
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サーバの場合は、MLOMまたは VICを使用して、SingleConnect
または直接接続モードで Cisco UCS Managerと統合できます。

CiscoUCSC125M5サーバMLOMをサポートしていません。Cisco
UCSC125M5サーバはスロット 2のみで、VICカードを配置する
必要があります。

接続アダプタは、次のように選択されます。

• MLOMのみ：サーバにMLOMのみ搭載されている場合、接
続アダプタはデフォルトでMLOMです。

• MLOMおよび VICアダプタ：:MLOMがデフォルトの接続
アダプタです。

• MLOMなし：

• Cisco UCS C220 M4の場合は、直接接続統合用に Riser1
（スロット 1）に VICを装着する必要があります。

• Cisco UCS C240 M4の場合は、直接接続統合のために、
スロット 1、2、4、または 5のいずれかに VICを装着で
きます。

（注）

VICアダプタを使用する場合、統合用に 40 GBの接続を使用する
には、MLOMを必ず取り外してください。

（注）

• MLOMおよび VICなし：SingleConnectも直接接続もサポー
トされません。

（注）
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重要
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サーバには、Cisco UCS VIC 1225、Cisco VIC 1227、Cisco VIC
1385、Cisco VIC 1387 MLOM、Cisco VIC 1455または Cisco VIC
1457 MLOM または Cisco VIC 1495または Cisco VIC 1497 MLOM
を装着する必要があります。CiscoUCSVIC 1225またはCiscoVIC
1227のファームウェアおよびブートローダのバージョンは次の
通りです。

•推奨：2.1(0.457a)

•最小限の要件：2.1(0.367e)

Cisco UCS VIC 1385および 1387 MLOMの場合：

•推奨：4.1.1a

•最小限：4.1.1a

Cisco UCS VIC 1455および 1457 MLOM：

•推奨 5.0(1a)以降

Cisco UCS VIC 1495および 1497 MLOMの場合:

• 5.0(2a)以降を推奨

Cisco UCS 1225、、Cisco UCS 1227、Cisco UCS 1385、Cisco UCS
1387、CiscoUCS1455、およびCiscoUCS1457、CiscoUCS1495、
および Cisco UCS 1497 VICもまた直接接続をサポートしていま
す。Cisco UCS VICを使用して直接接続している場合は、次の表
に記載されているスロットのいずれかにカードを挿入してくださ

い。

表 16 :直接接続統合用の Cisco VICスロット

PCIeスロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

4Cisco UCS C420 M3サーバ

MLOM、1Cisco UCS C220 M4サーバ

MLOM、1、2、4、5Cisco UCS C240 M4サーバ

スロット2および5に（注）
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PCIeスロットサーバ

GPUが装着されてい
る場合、スロット1お
よび 4に VICを配置
します。

4、9、5、10Cisco UCS C460 M4サーバ

MLOM、1Cisco UCS C220 M5サーバ

MLOM、1、2、4、5

スロット2および5に
GPUが装着されてい
る場合、スロット1お
よび 4に VICを配置
します。

（注）

スロットの組み合わせについて

は、Cisco UCS Manager
Management forMixedVIC Set-up
in C240M5 Server（34ページ）
を参照してください。

Cisco UCS C240 M5サーバ

MLOM、1、2Cisco UCS C240SD M5サーバ

2Cisco UCS C125 M5サーバ

1、2Cisco UCS C480 M5サーバ

11、12Cisco UCS C480 M5 MLサーバ

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトCisco UCS 6200シリーズまたは
6300シリーズ FIポートはサーバポートとして設定する必要があります。

• 1枚のカードに対して、少なくとも 2本の 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ル。

• 25Gおよび 40Gアダプタに接続する 25Gケーブルと 40G SFPケーブル

非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセッ
トアップでサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト、Cisco UCS 6200シリーズ
または6300シリーズFIX1。ポートはサーバポートとして設定する必要があります。
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•カードごとに、少なくとも 1本の 10 Gb SFPケーブル。両方のポートから同じ FIに
カードを接続することはできません。

混合 VICセットアップ用 Cisco UCS Manager管理
Cisco UCS Managerは、Cisco UCS M5サーバおよび混合 VICカードによるセットアップを完
全にはサポートしていません。

表 17 : Cisco UCS Manager管理

Cisco UCS Manager管理スロット

MLOMがデフォルトの接続アダプタです。MLOMのみ。

MLOMがデフォルトの接続アダプタです。MLOMアダプタと VICアダプタの両方。

VICアダプタは、単一接続または直接接続統
合用にスロット 1に取り付けることができま
す。

VICアダプタのみ。MLOMはなし。

Cisco UCS Manager Management for Mixed VIC Set-up in C240
M5 Server

Cisco UCS Managerは、Cisco UCS C240 M5サーバおよび混合 VICカードのによるセットアッ
プを完全にはサポートしていません。

表 18 : Cisco UCS Manager管理

Cisco UCS Manager管理スロット

Cisco UCSManagerはスロット 2のみを検出し
ます。

スロット 1およびスロット 2の両方が使用さ
れています。

スロット 1：Cisco VIC 1455

スロット2：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 1およびスロット 2の両方が使用さ
れています。

スロット 1：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット 2：Cisco VIC 1455
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Cisco UCS Manager管理スロット

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 1およびスロット 2の両方が使用さ
れています。

スロット 1：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット2：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CiscoUCSManagerはどちらのスロットが使用
されているか検出します。

1つのスロットのみ使用されています。

スロット1：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

または

スロット2：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

Cisco UCSManagerはスロット 5のみを検出し
ます。

スロット 4およびスロット 5の両方が使用さ
れています。

スロット 4：Cisco VIC 1455

スロット5：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 4およびスロット 5の両方が使用さ
れています。

スロット 4：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット 5：Cisco VIC 1455

CiscoUCSManagerは両方のスロットを検出し
ます。

スロット 4およびスロット 5の両方が使用さ
れています。

スロット 4：CiscoVICカードまたはCiscoVIC
1455以外のサードパーティ製のアダプタ

スロット5：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ
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Cisco UCS Manager管理スロット

CiscoUCSManagerはどちらのスロットが使用
されているか検出します。

1つのスロットのみ使用されています。

スロット4：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

または

スロット5：CiscoVICカードまたはサードパー
ティ製のアダプタ

管理接続ポリシーと接続モード
Cisco UCSドメインの Cシリーズラックマウントサーバに対する物理接続を確立する場合
は、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIで接続モードと管理ポリシーを指定
する必要があります。管理ポリシーは、接続されているすべての Cシリーズラックマウント
サーバに対してグローバルです。接続モードにより、Cisco UCSManagerでのラックサーバの
検出方法が決まります。

ラックサーバには、次のいずれかの接続ポリシーを指定できます。

•自動確認：これは Cシリーズラックマウントサーバに推奨されるデフォルトの接続モー
ドです。接続モードが自動確認の場合、Cisco UCS Managerは、物理接続が確立されると
すぐにラックサーバを検出し、指定された管理ポリシーに基づいてサーバの管理を開始し

ます。

•ユーザー確認：接続モードがユーザー確認の場合、物理接続を確立後、手動で接続を確認
し、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIで接続モードを指定して、検出
を開始する必要があります。Cisco UCS Managerは、ユーザーが接続モードを指定するま
で、Cシリーズラックマウントサーバの検出を開始しません。詳細な手順については、
接続モードの手動認識：GUI（25ページ）または接続モードの手動認識：CLI（25ペー
ジ）を参照してください。

Cisco UCS Managerによってラックサーバが検出され、管理されている場合、1台の Cシリー
ズラックマウントサーバの既存の接続モードを変更するには、そのサーバを停止してから再

起動して、新しい接続モードを指定する必要があります。Cisco UCS Managerは、その時初め
て、新しい接続モードでサーバを検出できるようになります。

（注）
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CシリーズサーバとCiscoUCSドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

始める前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの Cisco IMCが工場出荷時の設定に設定されてい
ることを確認してください。

重要

• FIポートがサーバポートとして設定されていることを確認します。設定されていない場
合は、Cisco UCS Manager GUIを使用して、サーバポートとして再設定します。

•サーバを接続する前に、CiscoUCSManagerとの統合用の正しいスロットにCiscoUCSVIC
が装着されていることを確認します。カードが正しいスロットに装着されていない場合、

サーバの直接接続管理を有効にできません。

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 FIでサーバポートを設定します。

ステップ 3 Cisco UCS VICアダプタからのパスを FIのサーバポートに接続します。

a) サーバと FI Aの 1つのポートの間をサポートされている 1本の SFPケーブルで接続します。FI Aの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

VICから 1本のケーブルを 1枚のカードの FIに接続します。両方のポートを同じ FIに接続することは
できません。

b) サーバと FI Bの 1つのポートの間をサポートされている 1本の SFPケーブルで接続します。FI Bの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

•アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」エラーが表示されます。

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネット
ワークトポロジとサポート対象ケーブル（10ページ）」の項を参照してください。

（注）

ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続します。

電源を入れるとサーバディスカバリが開始されます。
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直接接続モードのクラスタセットアップの物理的な接続

の図
次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリ
リース 3.1以降との直接接続モードの物理接続の例を示しています。次の図は、Cシリーズ
ラックマウントサーバとCiscoUCSManagerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴー
ルドで示されたパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

図 8 :直接接続の配線設定

Cシリーズラックマウントサーバ上の Cisco IMCは、最初のアダプタを管理およびデータ接
続に使用し、2番目のアダプタをデータ接続にのみ使用します。ラックサーバ上のすべての仮
想インターフェイスは、両方のファブリックインターコネクトアダプタに接続する必要があ

ります。異なる構成では、特定の設定が必要です。詳細な手順については、該当する『Cシ
リーズインストールガイド』の「直接接続モードクラスタ設定の物理接続の図」の項に記載

されている情報を使用してください。

次の図は、UCSManagerとデュアルCiscoVICアダプタを持つCシリーズラックマウントサー
バを統合する場合の配線構成を示しています。最初のアダプタは管理専用として構成可能で、

2番目のアダプタはデータトラフィックのみとして構成できます。金色のパスは管理を伝送
し、赤色のパスはデータトラフィックを伝送します。

異なるサーバでは、管理用に異なるスロット位置が必要です。適切な Cシリーズラックサー
バの仕様書を参照して、ネットワーク通信サービスインターフェイスプロトコルサポート

(NCSI)を持つスロットを見つけ、管理として使用します。
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図 9 :デュアルアダプタの直接接続の配線設定

次の図は、Cisco UCS VIC 1455に記載されています。ポートの接続は、Cisco UCS VIC 1457で
も同じです。

図 10 : Cisco VIC 1455との直接接続の配線構成 (4ポートリンク)

図 11 : Cisco VIC 1455との直接接続の配線構成 (2ポートリンク)

ポート 1とポート 2 (3および 4)の間の接続は内部ポートチャネルを形成するため、ポート 1
および 3が使用されます。

（注）
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ポート 1をファブリックインターコネクト A、ポート 2をファブリックインターコネクト B
に接続しないでください。ポート 1および 3のみを使用してください。ポート 1とポート 2の
みを使用すると、検出や設定に失敗します。

注意

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

Cシリーズラックマウントサーバ3Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクトまたは Cisco UCS 6200シリー
ズまたは 6300 FI（ファブリック A）

1

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VIC

4Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクトまたは Cisco UCS 6200シリー
ズまたは 6300 FI（ファブリック B）

2

CシリーズサーバとUCSドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

非クラスタセットアップで、Cシリーズサーバと UCSドメインを接続する場合は、Cシリー
ズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続（55ページ）で説明され
ているのと同じ手順を実行します。ただし、クラスタセットアップのように、2つの FIを使
用して 2本のケーブルを接続する代わりに、1つの FIと 1本のケーブルのみをアダプタに接続
します。

図 12 :直接接続モードの非クラスタセットアップの物理的な接続の図

次の図は、サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールド
で示されたパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。
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XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

（注）

Cシリーズラックマウントサーバ21

Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファブ
リック A）

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
VIC。

3

Physical Connectivity Illustrations for Direct Connect Mode
Non-Cluster Setup

次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリ
リース 3.1以降との直接接続モードの物理接続の例を示しています。次の図は、Cシリーズ
ラックマウントサーバとCiscoUCSManagerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴー
ルドで示されたパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

次の図は、Cisco UCS VIC 1455に記載されています。ポートの接続は、Cisco UCS VIC 1457で
も同じです。

図 13 : Cisco VIC 1455/1457 (単一ケーブル構成)との直接接続の配線構成
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図 14 : Cisco VIC 1455/1457 (デュアルケーブル構成)との直接接続の配線構成

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

SingleConnectから直接接続モードへのCシリーズサーバ
の移行

この移行手順を実行する前に、Cisco UCS Manager GUIの [Global Policies]ページで、[Rack
Discovery Policy]と [Rack Management Connection Policies]を [Immediate]や [Auto Acknowledge]
などのデフォルトに設定してください。そうすることで、サーバを FIに直接接続すると、す
ぐにそのサーバが検出され、ユーザの操作を待たずに、Cisco UCS Managerによるサーバの管
理が開始されます。

SingleConnect FEX接続から直接接続への移行は、中断の生じるプロセスです。この移行は、
スケジュールされた停止時間内に行ってください。この手順は、完了するまで 15 ~ 20分かか
る場合があります。

注意

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。

ステップ 2 FEXからケーブルを外して、ファブリックインターコネクトで設定されたサーバポートに接続します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIでサーバを右クリックして、ポップアップメニューから [Recover Server]または
[Server Maintenance]を選択します。

ステップ 4 [Re-acknowledge]クリックして、[OK]を選択します。
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これでサーバが再起動します。

サーバを再起動したら、通常の運用を再開できます。

デュアルワイヤ管理から直接接続モードへの Cシリーズ
サーバの移行

この移行手順を実行する前に、Cisco UCS Manager GUIの [Global Policies]ページで、[Rack
Discovery Policy]と [Rack Management Connection Policies]を [Immediate]や [Auto Acknowledge]
などのデフォルトに設定してください。そうすることで、サーバを FIに直接接続すると、す
ぐにそのサーバが検出され、ユーザの操作を待たずに、Cisco UCS Managerによるサーバの管
理が開始されます。

•デュアルワイヤ FEX接続から直接接続への移行は、中断の生じるプロセスです。この移
行は、スケジュールされた停止時間内に行ってください。この手順は、完了するまで15~
20分かかる場合があります。

•移行を実行する前にサーバを停止する必要があります。

注意

デュアルワイヤ管理モードで接続されているサーバに対して直接接続モードを有効にするに

は、アダプタを変更する必要があります。アダプタを変更すると、ベアメタルWindowsシス
テムのPCIeの番号付けに影響を与えることがあります。OSにリストされているアダプタを変
更すると、それらはアダプタ 3と 4になります。スタティックアドレスを使用している場合
は、サーバから前のアダプタを取り外す必要があります。詳細については、

http://support.microsoft.com/kb/269155を参照してください。

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。

ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

ステップ 3 Cisco UCS VIC 1225、Cisco UCS VIC 1227、Cisco UCS VIC 1385、または Cisco UCS VIC 1455を使用してい
ない場合は、サーバで Cisco UCS VICを物理的に変更します。

a) サーバの背面から、電源ケーブル、Management LOMと SFP Twinax接続ケーブルを外します。
b) サーバをスライドしてラックから外し、上部カバーを取り外します。
c) PCIeライザカードをスロットから外し、既存のアダプタを取り外して、Cisco UCS VIC 1225を装着し
ます。

d) PCIeライザカードをスロットに再度装着し、上部カバーをサーバに戻し、サーバを押してラックに戻
します。

e) （任意）デュアルワイヤモードで、FEXをサーバに接続する必要がなくなった場合は、FEXを Cisco
UCS Managerから外し、電源を入れて、ラックサーバから FEXを取り外します。
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ステップ 4 Cisco VICのポートから FIのポートに SFP Twinaxケーブルを接続します。

ステップ 5 サーバに電源ケーブルを再度接続します。

CIMCがスタンバイになるので、サーバの電源を入れる必要はありません。

次のタスク

Cisco UCS Manager GUIからサーバを再コミッションします。再起動が完了すると、サーバが
運用可能になり、サービスプロファイルをサーバに適用できます。

統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCSドメインと統合されているすべてのラックマウントサーバを、Cisco UCS Manager
によって管理し、モニタリングできます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスクはす

べて Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。Cisco UCS Managerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウン
トサーバ Cisco IMCは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出された各ラックマウントサーバに関する情報、エラー、および障
害を提供します。

Cisco UCS Managerからの Cシリーズラックマウントサーバ C-Series Rack-Mount Serversの管
理の詳細については、使用しているリリースの『Cisco UCS Manager Configuration Guide』の
「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照してください。

サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCS Managerソフトウェアを使用して Cisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、その
サーバに UCS Managerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタ
ンドアロンモードに戻す（すなわち Cisco IMCソフトウェアで管理できるようにする）場合
は、UCS Managerで次の処理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 アダプタからの接続を削除します。

ステップ 3 手動でサーバの電源オンします。

ステップ 4 前面パネル KVM接続を接続します。

ステップ 5 ブート中にアップ F8キーを押します。
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ステップ 6 CIMCを工場出荷時の初期状態またはスタンドアロンモードにリセットします。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによって割り
当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これによっ
て番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能性が
あります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロンモー

ドに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能デバイス
として表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

統合型サーバに関する特記事項
Cisco UCSシステムの Cシリーズサーバに接続する場合は、次の点を確認してください:

• VIC 1455または VIC 1457アダプタと UCS 6300ファブリックインターコネクト間の単一
リンクポートチャネル（63ページ）

VIC 1455または VIC 1457アダプタと UCS 6300ファブリックインターコ
ネクト間の単一リンクポートチャネル

Cisco UCS Managerリリース 4.0(1a)以降では、UCS 6300シリーズファブリックインターコネ
クトに直接接続しているラックサーバ上で、VIC 1455または 1457アダプタ間の単一リンク
ポートチャネルのみサポートしています。

VIC 1455または 1457アダプタおよび UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト間
で、2個目のポートチャネルリンクを追加しないでください。
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第 4 章

デュアルワイヤ管理の設定

この章は、次の項で構成されています。

•デュアルワイヤ管理（65ページ）
• Cisco UCS Managerとのデュアルワイヤ統合の要件（65ページ）
• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続（69ペー
ジ）

•クラスタセットアップの物理的な接続の図（71ページ）
• Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続（72ページ）
•統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理（73ページ）
•サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法（73ページ）
•統合型サーバに関する特記事項（74ページ）

デュアルワイヤ管理
CiscoUCSManager共有LOMを通じて既存のラックサーバ統合および管理オプションがサポー
トされ、データトラフィックと管理トラフィックに 2本の異なるケーブルが使用されます。
Cisco UCS Managerと統合するための前提条件は、Cシリーズサーバに組み込まれています。
Cisco UCS Managerと統合するための正しいサーバファームウェアを使用していることを確認
してください。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてから、

サーバをCiscoUCSManagerと統合してください。『CiscoUCSHost UpgradeUtility, User Guide』
を参照してください。

Cisco UCS Managerとのデュアルワイヤ統合の要件
クラスタセットアップの要件

次に、クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerとの統合の要件を
示します。

• Cisco UCS Managerを実行する Cisco UCSシステム。

•デュアルワイヤ統合をサポートするアダプタ。
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デュアルワイヤ管理は Cisco VICアダプタでのみサポートされて
おり、サードパーティ製アダプタではサポートされていません。

カードの完全な一覧については、サポートされるCシリーズサー
バとアダプタカード（9ページ）を参照してください。

（注）

•任意の Cisco UCS Cシリーズサーバおよび対応する Cisco UCSManagerリリースバージョ
ン。
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• CiscoUCSVIC 1225、CiscoVIC 1227、CiscoVIC 1225T、Cisco
VIC 1227T、Cisco VIC 1385、Cisco VIC 1387 MLOMでは、
デュアルワイヤ管理もサポートしています。デュアルワイヤ

管理に Cisco UCS VICを使用している場合は、次の表に記載
されているスロットのいずれかにカードを挿入してくださ

い。

表 19 :デュアルワイヤ統合用の Cisco UCS VICスロット

PCIeスロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2、5Cisco UCS C240 M3サーバ

1、4、7Cisco UCS C420 M3サーバ

任意の x16スロットCisco UCS C220 M4サーバ

任意の x16スロットCisco UCS C240 M4サーバ

2、3、4、5、7、8、9、10Cisco UCS C460 M4サーバ

スロット1と6に、
Cisco VIC 1225を装
着することはできま

せん。

（注）

任意のスロットCisco UCS C220 M5サーバ

任意のスロットCisco UCS C240 M5サーバ

MLOM、1、2Cisco UCS C240SD M5サーバ

1～ 8Cisco UCS C480 M5サーバ

11, 12, 13, 14Cisco UCS C480 M5 MLサー
バ

（注）

• 2系統の Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトまたは Cisco UCS 6200
シリーズまたは 6300シリーズの FI。サーバトラフィックを伝送するスイッチポートが
サーバポートとしてイネーブルになっている必要があります。
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•次の FEXタイプのうち 2つを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

• Cisco Nexus 2232PPまたは 2232TM-E FEXは 6200シリーズ FI
に、CiscoNexus 2232PP、2232TM-E、または 2348UPQは 6300
シリーズ FIに接続できます。

• FEXの 2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要
があります。電源装置が電源に接続されていない場合は、電

源投入時自己診断テスト（POST）中に「重大な」障害の報告
が表示されることがあります。たとえば、「Power supply
1 in fex 6 power: error」などです。不足している電
源コードをFEX電源装置に接続すると、これらのエラーをク
リアできます。

（注）

• RJ-45イーサネットケーブル × 2。RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィックパ
スの接続に使用されます。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）× 2。

• 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル X 4。

•各 FEXと対応する FIの接続用ケーブル X 1（最小限）。

•サーバとFEXの間のデータトラフィックパスのリンク用ケー
ブル X 2（最小限）。

• FEXから FIへのアップリンク用ケーブルX 4（最小限）。10
Gbツインアキシャルケーブルか、次の SFPタイプのケーブ
ルのいずれかを使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

（注）

アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。アップ
リンクでSFPのタイプを混在させると、「Discovery Failed」
エラーが表示されます。

重要
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非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセッ
トアップでサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトまたは Cisco UCS 6200シ
リーズまたは 6300シリーズ FI X 1。ファブリックエクステンダ（FEX）を接続する
スイッチポートは、サーバポートとしてマークする必要があります。

•次のいずれかの FEXタイプを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

• RJ-45イーサネットケーブル X 1。RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィッ
クパスを接続します。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）X 1。

• 10 Gb SFPケーブル X 3。

• 6200シリーズ FIを使用している場合は、少なくとも 4本の
SFPケーブルが必要です。

•サーバとFEXの間のデータトラフィックパスの接続用のケー
ブル X 2。

• FEXからファブリックインターコネクトへのアップリンク用
のケーブル X 4。FEXから FIへのアップリンクに使用する 4
本の各ケーブルでは、サポートされている 10 Gbツインアキ
シャルケーブルか、次のSFPタイプのケーブルのいずれかを
使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

（注）

CシリーズサーバとCiscoUCSドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

各Cシリーズラックマウントサーバの接続の図については、クラスタセットアップの物理的
な接続の図（71ページ）を参照してください。
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Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの Cisco IMCが工場出荷時の設定に設定されてい
ることを確認してください。

重要

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 管理トラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) GLC-Tトランシーバをファブリック Aに接続されている FEXのポートに挿入します。FEXの任意の
ポートを使用できます。

b) GLC-Tトランシーバをファブリック Bに接続されている FEXのポートに挿入します。FEXの任意の
ポートを使用できます。

c) サーバの背面パネルにある1Gbポートと、ファブリックAのFEXに挿入したトランシーバとの間を、
RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

d) サーバの背面パネルにある 1Gbポートと、ファブリックBのFEXに挿入したトランシーバとの間を、
RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

ステップ 3 データトラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) サーバのアダプタカードとファブリック Aの FEXのポートの間をサポートされている SFPケーブル
で接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

b) サーバのアダプタカードとファブリック Bの FEXのポートの間をサポートされている SFPケーブル
で接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 4 FEXから FIへのパスを接続します。これらのパスでは、データトラフィックと管理トラフィックの両方
が伝送されます。

a) FEX Aと FI Aの 2つのポートの間をサポートされている 2本の SFPケーブルで接続します。FI Aの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポートの間をサポートされている 2本の SFPケーブルで接続します。FI Bの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネットワークト
ポロジとサポート対象ケーブル（10ページ）」の項を参照してください。

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。

•アップリンクの最大数は 8です。FEXと FIとの間のポートの配線に関する要件は、Cisco UCS
Managerの FIディスカバリポリシーに基づいて変化します。

•アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery Failed」
というエラーが発生します。

ステップ 5 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続します。

ステップ 6 サーバをリブートします。
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クラスタセットアップの物理的な接続の図
次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCSManagerとの
物理接続の例を示しています。

次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構
成を示しています。青色で示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで

示されたパスでは、データトラフィックが伝送されます。

図 15 :クラスタセットアップの配線構成

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

（注）

Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus
2232TM-E、または Cisco Nexus
2348UPQ FEX（ファブリック B）

6CiscoUCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

Cシリーズラックマウントサーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2
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1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
またはCiscoNexus 2348UPQFEX（ファブリッ
ク A）

3

サポート対象 PCIeまたはMLOMス
ロット内の 10 Gbアダプタカード

9CiscoUCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック B）

4

FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5

CシリーズサーバとUCSドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

CシリーズサーバとUCSドメインを接続する場合は、CシリーズサーバとUCSドメインとの
非クラスタセットアップでの接続（38ページ）で説明されているのと同じ手順を実行しま
す。ただし、2つの FIと 2つの FEXを接続する代わりに、1つの FIと 1つの FEXのみ接続し
ます。

図 16 :デュアルワイヤの非クラスタセットアップの例

次の図は、デュアルワイヤ管理の非クラスタセットアップの例です。

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
72

デュアルワイヤ管理の設定

Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続



XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

（注）

Cisco UCS Cシリーズサーバ4CiscoUCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

1 Gbイーサネット LOMポート5FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VICアダプタ

6Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
またはCiscoNexus 2348UPQFEX（ファブリッ
ク A）

3

統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCSドメインと統合されているすべてのラックマウントサーバを、Cisco UCS Manager
によって管理し、モニタリングできます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスクはす

べて Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。Cisco UCS Managerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウン
トサーバ Cisco IMCは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出された各ラックマウントサーバに関する情報、エラー、および障
害を提供します。

Cisco UCS Managerからの Cシリーズラックマウントサーバ C-Series Rack-Mount Serversの管
理の詳細については、使用しているリリースの『Cisco UCS Manager Configuration Guide』の
「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照してください。

サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCS Managerソフトウェアを使用して Cisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、その
サーバに UCS Managerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタ
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ンドアロンモードに戻す（すなわち Cisco IMCソフトウェアで管理できるようにする）場合
は、UCS Managerで次の処理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 アダプタからの接続を削除します。

ステップ 3 手動でサーバの電源オンします。

ステップ 4 前面パネル KVM接続を接続します。

ステップ 5 ブート中にアップ F8キーを押します。

ステップ 6 CIMCを工場出荷時の初期状態またはスタンドアロンモードにリセットします。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによって割り
当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これによっ
て番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能性が
あります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロンモー

ドに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能デバイス
として表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

統合型サーバに関する特記事項
Cisco UCSシステムの Cシリーズサーバに接続する場合は、次の点を確認してください:

•統合サーバでの Cisco UCS VICファームウェアと ubootイメージの更新（81ページ）

•統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態（75ページ）

•アダプタカードの注意事項と制約事項（75ページ）

• FEXの考慮事項（76ページ）

サポートされている FEX-to-FIのアップリンクケーブルの SFPタイプ
Cシリーズ UCSMの統合には、次の用途で 10 Gb SFPケーブルが 6本必要です。

•サーバと FEXとの間のデータトラフィックのパスの接続：ケーブル 2本

• FEXから FIへのアップリンク：ケーブル 4本

FEXから FIへの 4つのアップリンクでは、Cisco 10 Gb Twinaxケーブルか、次の SFPタイ
プのいずれかを使用できます。

• SFP-10GE-SR

• FET-10GE
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アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクで SFPのタイプを混
在させると、「Discovery failed」のエラーが発生します。

注意

統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態

電源ボタンまたは Cisco UCS Managerを使用して、統合された Cシリーズサーバの対応する
サービスプロファイルに希望する電源の状態をDownと設定している場合、サーバを停止させ
てDown状態にしようとすると、サーバと実際の電源の状態が一致しなくなります。これによ
り、この後、サーバが予期せずシャットダウンすることがあります。

電源がオフの状態からサーバを安全に再起動するには、Cisco UCSManagerでブートサーバア
クションを使用します。

次の表は、サーバの電源ボタンを使用した場合に、サーバの実際の電源状態とCiscoUCSManager
サービスプロファイルの電源状態がどのように違うかを示しています。

表 20 :サーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態の違い

サービスプロ

ファイルで必

要とされる電

源状態

[UCSM
Equipment]タ
ブに表示され

る電源状態

アクション後

の実際のサー

バの電源状態

実際の電源ボ

タンによる操

作

サーバの初期

電源状態

サービスプロ

ファイルの初

期電源状態

ダウンオン（On）オン（On）ボタンを押し

て電源を入れ

る

Offダウン

アップ消灯消灯ボタンを押し

て電源を切る

Onアップ

アダプタカードの注意事項と制約事項

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerとの統合でアダプタカードを使用する場合
は、次の点を検討してください。

• Cisco UCS Managerでは、サーバに PCIスロットが 5つ以上ある場合でも、統合された
Cisco UCS Cシリーズサーバでは 4つの UCS管理対象アダプタカードのみサポートされ
ます。サーバに 5つ以上のアダプタカードが搭載されている場合、統合後に、Cisco UCS
Managerでのラックサーバの検出が失敗します。

• UCSで管理されるサーバでアダプタカードの追加、削除、または交換を行う場合は、ま
ずCiscoUCSManagerでサーバの稼働を中止する必要があります。処理が終了したら、サー
バを再稼働させます。
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•クラスタ UCS Manager環境にあるサーバの各アダプタに複数のアダプタを装着する場合
は、各アダプタをパス Aと Bの両方に接続する必要があります。アダプタの両方のポー
トを単一のパスに接続しようとすると、サポート対象外の構成であるために検出が失敗し

ます。各アダプタからファブリックに1つのリンクのみ接続しようとすると、カード障害
時にサーバが再起動して、データパスが再検出されることがあります。これらのシナリオ

はいずれも、接続オプションではサポートされていません。

FEXの考慮事項

FEXの稼働中止/再稼働後の接続先サーバの再確認

CiscoUCSFEXの稼働中止または再稼働後は、必ずそのFEXに接続されているすべてのサーバ
を UCS Managerで再確認する必要があります。
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第 5 章

アップグレードに必要な項目

次に、Cシリーズサーバと Cisco UCSManagerとの統合へのアップグレードに対する、最低の
サーバ CIMCバージョンおよび Cisco UCS Managerバージョンの要件を示します。

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降が
必要）

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降が
必要）

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

3.2(1d)3.1.1i.03.1.1dCisco UCS C220 M5
サーバ

4.1(2a)4.1(2a)4.1(2a)Cisco UCS C240SD
M5サーバ
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UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

4.0(1a)4.0(1a)4.0(1a)Cisco UCS C125 M5
サーバ

• Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード（78ページ）
•統合サーバでの Cisco UCS VICファームウェアと ubootイメージの更新（81ページ）
•リリース 3.1以降への構成の移行（84ページ）

Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード
サーバの CIMCのリリースバージョンが Cisco UCSManagerとの統合の要件を満たしていない
場合は、サーバを Cisco UCSドメインに接続する前に、サーバのファームウェアをアップグ
レードしてください。Cシリーズサーバファームウェアのアップグレードの詳細については、
次の URLにある対象リリースのホストアップグレードユーティリティクイックスタートガ
イドを参照してください。http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html
[英語]

Cisco UCS C220 M4または C240 M4サーバの Cシリーズサーバファームウェアを Cisco UCS
Manager 2.2(6c)にアップグレードする場合は、次の重大なアラームが表示されます。
Board controller upgraded, manual a/c power cycle required on server x

CSCuv45173に記載されているとおり、このアラームは誤って重大なアラームとして分類され
ています。このアラームはサーバの機能に影響を与えないため、無視しても構いません。

このアラームが表示されないようにするには、次のいずれかを行います。

• Cisco UCS Managerカスタムホストファームウェアパッケージを作成して、ボードコン
トローラファームウェアをCisco UCSManager 2.2(6c)への更新から除外し、古いバージョ
ンを保持します。

• Cisco UCS Managerインフラストラクチャ（Aバンドル）をリリース 2.2(6c)にアップグ
レードし、『Release Notes for Cisco UCS Manager, Release 2.2』の表 2の混在ファームウェ
アサポートマトリックスに従って、すべての Cisco UCS C220 M4または C240 M4サーバ
上でホストファームウェア（Cバンドル）を引き続き古いバージョンで実行します。

重要

ステップ 1 HUU ISOファイルをダウンロードします。

a) http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlにアクセスします。
b) 中央のカラムで、[Servers – Unified Computing]をクリックします。
c) 右側のカラムで、[Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでサーバのモデル名を選択します。
e) [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。
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f) リリース番号を選択します。

g) [Download Now]をクリックして ucs-server platform-huu-version_number.isoファイル
をダウンロードします。

h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、このファイルを保存する場所を参照します。

ステップ 2 ローカルアップグレード用に ISOを準備する場合は、このステップを完了するか、ステップ 3に進みま
す。

a) 書き込み可能なディスク（CD）に ISOイメージを書き込みます。
b) VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。
c) ディスクを Cisco Cシリーズサーバの USB DVDドライブに挿入します。
d) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 KVMコンソールを使用してリモートアップグレードのために ISOを準備します。

a) ブラウザを使用して、アップグレードするサーバ上の Cisco IMC GUIソフトウェアに接続します。
b) ブラウザのアドレスフィールドにサーバのCisco IMCIPアドレスを入力し、次にユーザ名とパスワー
ドを入力します。

c) ツールバー上の [Launch KVM Console]をクリックして、KVMコンソールを起動します。

d) KVMコンソールで、[Virtual Media]をクリックします。
e) [Add Image]をクリックし、ucs-server-name-huu-version_number.iso fileをクリックしま
す。

f) [ClientView]領域の [Mapped]カラムで、追加する ISOファイルのチェックボックスをオンにし、マッ
ピングが完了するまで待機します。

g) ISOファイルがマップ済みリモートデバイスとして現れたら、ステップ 4に進みます。

ステップ 4 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くよう求められたら、F6 を押します。

ステップ 5 [Boot Menu]画面で、準備された ISOを選択します。

•ローカルアップグレードの場合は、物理または外部接続されたCD/DVDデバイスを選択してから、
[Enter] を押します。

•リモートアップグレードの場合は、[Cisco vKVM-MappedvDVD1.22]を選択し、[Enter] を押します。

選択したデバイスからサーバがブートします。

ステップ 6 HUUをブートすると、Cisco End User License Agreement（EULA）が表示されるので、EULAを読み、

• [I Agree] をクリックしてライセンス契約書に同意し、更新を進めます。
•キャンセルする場合は [I Disagree] をクリックします。

EULAに同意すると、[Cisco Host Upgrade Utility]ウィンドウが表示され、更新が利用可能なすべてのコ
ンポーネントのリストが表示されます。

ステップ 7 リストされたすべてのコンポーネントを更新する場合は、[Update all]をクリックします。
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•バージョン 1.5(1l)以前から、またはバージョン 1.5.3から 2.0 (x)に更新する場合は、Cisco
IMCのアクティブなバージョンとバックアップバージョンの両方が 2.0(x)に更新されま
す。

•更新中に KVM接続が切断されるため、更新の進行状況を表示するには再接続する必要が
あります。

（注）

ステップ 8 リストの特定のコンポーネントを更新する場合は、更新するコンポーネントを選択します。

ステップ 9 [Update]をクリックします。

•あるコンポーネントのファームウェアを特に更新する場合を除き、[Update all]オプション
を使用してすべてのコンポーネントのファームウェアを更新することを推奨します。

• 3つのコンポーネント（BIOS、Cisco IMC、または CMC）のいずれかのファームウェアを
更新する場合は、他の 2つのコンポーネントのファームウェアも更新することをお勧めし
ます。

• Cisco IMCファームウェアを更新する場合は、[Exit (終了)]をクリックし、[OK]をクリック
して cisco imcファームウェアをアクティブにします。

• Cisco IMCと他のコンポーネントを一緒に更新することを選択し、BIOSを選択していない
場合は、終了時にシャーシファームウェアを更新するよう求めるプロンプトが表示される

ので、確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックしてシャーシファームウェアを更新し
ます。

（注）

これにより更新が開始され、更新のステータスが、[UpdateStatus]カラムに表示されます。また、ファー
ムウェアの更新中は、[Execution Logs]セクションに、関連する一連のアクティビティとステータスの詳
細なログが表示されます。

ステップ 10 サーバのハードディスクのファームウェアを更新する場合は、[Update HDD Firmware]をクリックしま
す。ウィンドウに新しいファームウェアをサポートするサーバのハードディスクドライブのリストが表

示されます。ファームウェアのアップグレードをサポートしていないハードディスクドライブは表示さ

れません。

ハードディスクドライブのファームウェアを更新すると、データ損失が発生する可能性があり

ます。ファームウェアを更新する前に完全なシステムバックアップを作成することをお勧めし

ます。

重要

a) すべてのハードディスクのファームウェアを更新するには、[Update All]をクリックします。

このオプションでは、最新のファームウェアがインストールされた HDDは更新されません。

b) 特定の HDDを更新するには、HDDを選択し、[Update]をクリックします。

ステップ 11 サーバをリブートします。

ステップ 12 サーバをリブートして、[Last Update Verify]をクリックし、更新が正常に完了したかどうかを確認しま
す。
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このアクションは、各コンポーネントで、以前HUUを使用して更新されたファームウェアのバージョン
と、コンポーネントのファームウェアの現在のバージョンを比較し、更新のステータスを表示します。

ステップ 13 更新ステータスのログファイルを後で使用できるように保存する場合は、[Save Logs]をクリックしま
す。

更新の詳細なステータスを含むログファイルは、サーバに物理的または KVM vMedia経由で接続されて
いる外部 USBデバイスに保存されます。

ファームウェアの更新中にエラーが発生すると、エラーログを保存するよう求められます。接

続された外部 USBにログを保存する場合は、[Save Logs]をクリックします。このログは、エ
ラーの原因の特定とトラブルシューティングに使用できます。

（注）

ステップ 14 HUUを終了する場合は、[Exit]をクリックします。

• Cisco IMCを更新し、BIOSを更新していない場合、[Exit (終了)]をクリックすると、cisco
imcがアクティブになり、cisco IMCおよび KVMへの接続が失われます。

•更新用に LOMを選択しており、Shared LOMモードである場合は、[Exit (終了)]をクリッ
クすると Cisco IMCと KVMへの接続が切断されます。

（注）

次のタスク

サーバを互換性のあるサーバリリースバージョンへアップグレードした後、CiscoUCSドメイ
ンの一部としてサーバへの物理的接続を確立する必要があります。Cisco UCS FEXおよび FI
にサーバを接続するには、 SingleConnectの場合。

統合サーバでの Cisco UCS VICファームウェアと ubootイ
メージの更新

Cisco UCS VICファームウェアと ubootのバージョンが 2.0(2g)よりも前のバージョンの場合
は、サーバと Cisco UCS Managerのいずれかのバージョンを統合すると、UCS Managerソフト
ウェアから検出および関連付け/関連付け解除に関する障害が返されます。このような障害を
防ぐために、次の操作を実行してください。

•サーバとUCSシステムを統合する前に、VICファームウェアと ubootイメージを、スタン
ドアロンモードで最低限必要な 2.0(2g)のレベルにアップグレードします。

•サーバがすでに統合されている場合は、UCS Managerソフトウェアで VIC ubootイメージ
をアップグレードすることはできません。統合からサーバをいったん削除して、CiscoHost
Upgrade Utilityを使用してカードおよびサーバのファームウェアをアップグレードする必
要があります。

次の手順では、サーバが Cisco UCS Managerと統合されているときにアップグレードする
プロセスについて説明します。
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ステップ 1 UCS Managerによるサーバの稼働を中止します。

ステップ 2 サーバの 1 Gb LOMポートからケーブルを取りはずします。

ステップ 3 LANから 1 Gb LOMポートのいずれか 1つ（UCSMモードでディセーブルにした専用の管理ポート以
外）にイーサネット回線を接続します。

ステップ 4 お使いのサーバに対応するHostUpgradeUtility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索し、ワー
クステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。

b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。

g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 5 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグレードの
場合は仮想デバイスを準備します。

説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。ローカルアップグ

レード
1. 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2. VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3. Cisco CシリーズサーバのDVDドライブまたは外付けDVDドライブにDVDを
挿入します。

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。リモートアップグ

レード
1. ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Managerソフ
トウェアに接続します。

2. ブラウザのアドレスフィールドにサーバの CIMC IPアドレスを入力し、次に
ユーザ名とパスワードを入力します。

3. KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVMConsole]ウィンドウを開きま
す。

4. Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools]> [Launch Virtual Media]
を選択します。

5. [VirtualMedia Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティリティ
ISOファイルを検索し、選択します。ISOをダウンロードした場所に移動しま
す。ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。
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説明オプション

6. [VirtualMedia Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する [Mapped]
カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するのを待ちます。

[Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

ステップ 6 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6 を押します。

ステップ 7 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的な CD/DVDデバイスを選択し、Enter を押
します（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enter を押しま
す。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 8 画面にBIOSとCIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you read the
Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は y を押します。

• EULAを読むには n を押します。EULAが表示され、更新を続けるには y を、キャンセルするには
n を押すよう求められます。n を押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、q を押します。qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。

ステップ 9 [Update UCS VIC]オプションを選択します。カードファームウェアと ubootイメージが必要なレベルに
更新されます。

ステップ 10 [Update CIMC Firmware]オプションを選択します。CIMCファームウェアが更新されます。

ステップ 11 次の画面でファームウェアレベルを確認します。

ステップ 12 [Reboot the machine]オプションを選択します。

ステップ 13 再起動中に F8プロンプトが表示されたら、F8を押して CIMC Configuration Utilityを開きます。

ステップ 14 CIMC Configuration Utilityで [CIMC Factory Default]オプションを選択し、F10 を押して変更内容を保存
します。

ステップ 15 FEXからサーバの 1 Gb LOMポートにケーブルを再度接続します。

ステップ 16 UCS Managerでサーバを再稼働させます。
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リリース 3.1以降への構成の移行
Cisco UCS Cシリーズサーバが Cisco UCS Managerと統合されていて、検出され、サービスプ
ロファイルと関連付けられている場合、構成を Cisco UCS Managerの後続バージョンに移行で
きます。

•この移行プロセスではサーバのダウンタイムが発生します。

•この手順では、サーバから FEXに接続する管理パスと FIに直接接続するデータパスがあ
るシナリオについて説明します。

（注）

ステップ 1 サーバ OSをシャットダウンします。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、Cisco UCSドメインからすべての Cシリーズサーバを停止します。

ステップ 3 2248 FEXに接続されているすべての FIサーバポートの構成を解除します。

NX-OS show fexコマンドを発行して、FEXの構成が解除されたことを確認します。コマンドの出力に
FEXが表示されなくなるまで待ちます。

ステップ 4 FEXと FIを接続するケーブルを取り外します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager CLIで、remove fex fex_ID コマンドを発行して、データベースから FEXを削除しま
す。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIで、サーバのアダプタカードに接続されているすべての FIサーバポートの構成
を解除します。

ステップ 7 FIとサーバのアダプタカードを接続するケーブルを取り外します。

ステップ 8 FEXとサーバの LOMコネクタを接続するケーブルを取り外します。

ステップ 9 Cisco UCS Managerソフトウェアを 3.1以降に、FIファームウェアを対応するレベルにアップグレードし
ます。

ステップ 10 構成内の 2番目のファブリックインターコネクトで、ステップ 3 ~ 9を繰り返します。

ステップ 11 Cシリーズサーバをネットワークに直接接続し、スタンドアロンCIMCユーティリティを使用してファー
ムウェアをアップグレードします。

a) LANからのイーサネット回線を、サーバの 1 Gb LOMポートのいずれかに接続します。専用の管理
ポートは、Cisco UCS Manager統合モードでは無効になっているため、使用しないでください。

b) 「Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード（78ページ）」の手順を実行してから、こ
の手順の次のステップに進みます。

ステップ 12 ラック内の Nexus 2248 FEXと Nexus 2232PP FEXを物理的に置き換えます。

ステップ 13 図に示されているようにケーブルを接続します（「クラスタセットアップの物理的な接続の図」を参

照）。
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この新しい構成では、データパスと管理パスはいずれも、サーバから FEXに接続します。FEXと FI間
のパスでは、データトラフィックと管理トラフィックの両方が伝送されます。

NX-OS showfexコマンドを発行して、FEXを確認します。コマンドの出力に新しいNexus2232PP
FEXが表示されるまで待ちます。FEXは対応するFIファームウェアバージョンに自動的にアッ
プグレードされます。

重要

ステップ 14 両方のファブリックインターコネクトの配線が終了したら、停止した Cシリーズサーバを Cisco UCS
Managerから再起動します。

サーバが Cisco UCS Managerで検出されると、前に割り当てられていたサービスプロファイルが自動的
にそのサーバと再度関連付けられます。
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第 6 章

トラブルシューティング

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCSManagerで統合されたCシリーズサーバのハードウェアコンポーネントの交換
（87ページ）

•サーバ接続の変更（88ページ）

Cisco UCS Managerで統合されたCシリーズサーバのハー
ドウェアコンポーネントの交換

ハードウェアを Cisco UCS Managerで統合された Cシリーズサーバの管理型ファームウェア
コンポーネントと交換すると、サーバの検出に失敗することがあります。この原因としては、

ハードウェアのファームウェアの破損、またはハードウェアコンポーネントのファームウェア

に互換性がないことが考えられます。次の手順を実行して、ハードウェア交換後にサーバファー

ムウェアの破損や非互換性が原因で、サーバの検出が失敗しないようにします。

ステップ 1 右クリックして、[Server] -> [Server Maintenance] > [Decommission Server]の順に選択し、サーバを停止し
ます。

ステップ 2 VICを FI（該当する場合は FEX）に接続しているケーブルを外します。

ステップ 3 Cisco UCS Managerからサーバを取り外します。

a) [Equipment] > [Decommissioned]を選択します。
b) サーバを右クリックして、[Remove]クリックします。

ステップ 4 サーバを再起動して、CIMCを工場出荷時の設定にリセットします。

ステップ 5 サーバのMGMTポートに 1Gケーブルを接続し、スタンドアロンアクセス用に設定します。

ステップ 6 すべてのサーバファームウェアのイメージを再作成して、Cisco UCS Managerファームウェアバンドル
の CIMCバージョンとサーバを一致させます。

a) シスコのソフトウェアダウンロードサイトから、Cisco UCS Managerでこのサーバに適用されるホ
ストファームウェアパッケージに対応した CIMCバージョンの Host Upgrade Utility（HUU）をダウ
ンロードします。
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b) スタンドアロン KVMでサーバを起動し、HUUパッケージを実行します。

ファームウェアのアップグレードの詳細な手順については、前のステップでダウンロードしたHUUCIMC
バージョンに対応した『Host Utility Upgrade User Guide』を参照してください。

ステップ 7 サーバを再起動して、CIMCを工場出荷時の設定にリセットします。

ステップ 8 電源ケーブルを 30秒間外します。

ステップ 9 アップリンクケーブルを再接続します。

ステップ 10 電源ケーブルを接続して電源を入れます。

ステップ 11 Cisco UCS Managerにサーバが表示されることを確認します。表示されるまで数分かかることがありま
す。

ステップ 12 ラックサーバディスカバリポリシーが「ユーザ確認」に設定されている場合は、サーバが表示されたら

サーバを再確認します。

サーバ接続の変更
Cisco UCS Manager統合ラックサーバが接続されているポートのマッピングを維持します。

統合ラックサーバまたはシャーシのケーブルを別のファブリックインターコネクト (FI)ポー
トに移動する場合は、次の手順に従う必要があります。

ステップ 1 移動する必要があるラックサーバ (または、該当する場合は S3260シャーシ)の供用を停止します。

a) [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [機器（Equipment）]をクリックします。
b) [機器（Equipment）] > [ラックマウント（[Rack Mounts）] > [サーバ（Servers）]の順に展開します。 >

>
c) 供用を停止するサーバを選択します。
d) [作業（Work）]ペインで、[全般（General）]タブをクリックします。
e) [アクション（Actions）]領域で、[サーバのメンテナンス（Server Maintenance）]をクリックします。
f) [メンテナンス（Maintenance）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

1. [デコミッション（Decommission）]をクリックします。

2. [OK]をクリックします。

ノードが Cisco UCS設定から削除されます。

ステップ 2 VICを FI（該当する場合は FEX）に接続しているケーブルを外します。

ステップ 3 ケーブルを FI（該当する場合は FEX）の新しいポートに接続します。

ステップ 4 サーバ (または、該当する場合は S3260シャーシ)を再稼働します。

a) [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [機器（Equipment）]をクリックします。
b) [作業（Work）]ペインで [デコミッション（Decommissioned）]タブをクリックします。

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Manager 4.1の統合ガイド
88

トラブルシューティング

サーバ接続の変更

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.html


c) 供用を再開する各シャーシの行で、[リコミッション (Re-commission)]チェックボックスをオンにしま
す。

d) [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

ステップ 5 CiscoUCSManagerにサーバが表示されることを確認します。表示されるまで数分かかることがあります。

ステップ 6 サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。
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